
2021年3月23日　富山大学学位記授与式（午后　経済学部授与式）

令和３年（2021年）６月10日

〒930-8555（富山市五福3190）
富山大学経済学部内

発　行　越 嶺 会 本 部

第90号

☎（076）445-6411（ダイヤルイン）
Fax（076）445-6419
郵便振替　00710-9-14562

越嶺会ホームページ 越嶺会 検索

目　　　次
越嶺会会長就任挨拶　　　伍嶋二美男 ……… 2
経済学部長就任挨拶　　　森口　毅彦
母校だより ……………………………………… 4
　教員の異動
　　逝去・河野三郎先生
　　定年退職　酒井富夫教授、堂谷昌孝教授、
　　　　　　　中出孝典教授
　　新　　任　平野真由教授
　　　　　　　シシル･シャーミン助教
　　転　　出　岩田真一郎教授、小池未来講師
　　　　　　　河塚　悠講師、山本雅資教授
　　　　　　　馬　欽欽准教授
　酒井富夫教授最終講義
　転出にあたって
　卒業　学部長式辞　森岡裕学部長
　入学　地域別入学者数
　経済学部資料室だより
　　日本現代詩歌文学館の紹介
　　神奈川大学から「大熊信行文庫」取材に

　学生の活動
　　ＥＳＴＵＤＩＯ復刊第13号掲載論文紹介
本部だより ……………………………………… 12
　寄付御礼
　新会長に伍嶋二美男氏（学部30回）選出
　新役員一覧（一部）、決算･予算
　経済学部創立百周年について提案等を募集します
会員だより ……………………………………… 14
　探しています。学部四回生の文集
　寄贈図書御礼･紹介　梅本清一氏（学部22回）
　　「コロナ禍の日常　地方の窓から見えた風景」
　卒業論文をお返しします
　受け取られた会員からの手紙
　　　　竹田敏博さん（学部23回・昭50卒）
会員の訃報 ……………………………………… 15
富山大学基金だより
越嶺会ゴルフ大会申込書

ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
元
富
山
を
は
じ
め

国
内
外
で
活
躍
す
る
多
く
の
有
為

な
人
材
を
輩
出
し
、
こ
れ
ま
で
約

二
万
五
千
人
の
同
窓
生
を
有
す
る

伝
統
あ
る
越
嶺
会
の
会
長
職
に
つ

い
て
、
図
ら
ず
も
橋
本
前
会
長
さ

ん
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
中

尾
哲
雄
最
高
顧
問
を
は
じ
め
、

錚
々
た
る
方
々
が
会
長
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
会
長
職
に
、
学
部
三
〇

回
卒
で
あ
る
私
の
よ
う
な
若
輩
者

が
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
今
な
お

震
え
が
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
感
覚

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

課
せ
ら
れ
た
使
命
を
全
う
す
べ
く

任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
越
嶺
会
同

窓
の
出
身
母
体
で
あ
る
経
済
学
部

は
、
大
正
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た

高
岡
高
等
商
業
学
校
を
起
点
と
し

て
、
幾
多
の
改
編
を
経
て
、
現
在

で
は
、
富
山
大
学
経
済
学
部
と
し

て
経
済
、
経
営
及
び
経
営
法
学
科

の
三
学
科
を
有
す
る
社
会
科
学
系

の
総
合
学
部
と
し
て
、
各
学
年
三

百
名
余
り
の
定
員
を
擁
し
て
お
り
、

日
々
、
高
い
志
を
掲
げ
て
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
人
材
を
育
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
六
年
（
二

〇
二
四
年
）
に
は
創
立
百
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
会
に
記
念
式
典
を

含
む
各
種
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
、
本
会
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
越

嶺
会
の
新
た
な
世
紀
に
お
け
る
活

動
方
針
や
理
念
な
ど
に
つ
い
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
本
年
の

十
一
月
頃
ま
で
に
企
画
及
び
調
整

事
務
等
を
担
う
記
念
事
業
実
行
委

員
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
が
る
取
組
み
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言

な
ど
に
よ
る
感
染
対
策
の
実
施
に

よ
り
、
業
種
に
よ
り
影
響
は
異
な

る
も
の
の
日
本
経
済
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
お
り
、
特
に
、
外
食

産
業
や
旅
行
・
運
輸
業
等
の
消
費

に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
落

ち
込
み
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
開
催
見
直
し
も
随
時
行

わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
扱
い
を
含
め
て
、
出
口
の
見
え

な
い
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

富
山
県
内
に
お
い
て
も
、
観
光

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
本
県
は
日

本
海
側
屈
指
の
工
業
集
積
を
形
成

し
、
ま
た
、
高
度
・
先
端
技
術
な

ど
を
有
す
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業

を
多
く
抱
え
て
お
り
、
む
し
ろ
、

こ
う
し
た
厳
し
い
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
地
域
資

源
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
育
成
に

し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
状

況
を
み
る
と
、
平
成
二
七
年
五
月

に
北
陸
新
幹
線
と
し
て
東
京
・
金

沢
間
が
開
通
し
、
さ
ら
に
令
和
五

年
度
末
ま
で
に
は
金
沢
・
敦
賀
間

が
開
業
予
定
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

総
合
的
拠
点
港
で
あ
る
伏
木
富
山

港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
が
強
化
さ

れ
る
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
飛

躍
的
な
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
富
山
県
を
は
じ
め
北
陸
地

域
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
基
盤
と

し
て
、
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
進

展
と
あ
い
ま
っ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
勤
務
形

態
が
浸
透
す
る
な
ど
働
き
方
改
革

が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
富
山
県
へ

の
本
社
機
能
の
移
転
促
進
、
ま
た
、

富
山
の
自
然
や
文
化
な
ど
の
地
域

資
源
が
、
様
々
な
尺
度
で
高
い
評

価
を
受
け
は
じ
め
て
い
る
な
ど
、

地
域
に
住
ん
で
働
く
と
い
っ
た
生

活
ス
タ
イ
ル
が
根
付
く
、
い
わ
ば

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
環
境
が
整

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
創
生
へ
の
胎
動

を
、
具
体
的
な
形
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
中
心
的
な
役

越
嶺
会
会
長　

伍　

嶋　

二
美
男

越
嶺
会
の
新
た
な
世
紀

　
　
　
で
の
飛
躍
を
目
指
し
て

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

割
を
担
う
人
材
、
す
な
わ
ち
ど
の

よ
う
な
困
難
や
課
題
に
対
し
て
も

自
ら
解
決
策
を
考
え
、
そ
し
て
周

囲
と
協
調
し
て
果
敢
に
実
行
に
移

す
な
ど
、
創
造
性
と
実
行
力
に
富

む
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
富
山
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
が
地
域
の
企

業
や
行
政
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
多
様

な
経
験
等
が
可
能
と
な
る
実
践
的

な
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

我
が
越
嶺
会
が
取
組
む
方
向
性

の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
地
域
が
必

要
と
し
て
い
る
人
材
、
ま
た
、
海

外
等
に
お
い
て
も
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼
と

し
て
、
会
員
・
組
織
が
一
丸
と
な

っ
て
、
同
窓
生
が
学
ぶ
場
の
様
々

な
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
今
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
母

校
に
対
す
る
思
い
を
少
し
で
も
活

動
に
反
映
し
て
、
本
会
の
新
た
な

世
紀
で
の
飛
躍
に
繋
が
る
よ
う
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
し
ま
・
ふ
み
お
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
元
富
山
を
は
じ
め

国
内
外
で
活
躍
す
る
多
く
の
有
為

な
人
材
を
輩
出
し
、
こ
れ
ま
で
約

二
万
五
千
人
の
同
窓
生
を
有
す
る

伝
統
あ
る
越
嶺
会
の
会
長
職
に
つ

い
て
、
図
ら
ず
も
橋
本
前
会
長
さ

ん
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
中

尾
哲
雄
最
高
顧
問
を
は
じ
め
、

錚
々
た
る
方
々
が
会
長
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
会
長
職
に
、
学
部
三
〇

回
卒
で
あ
る
私
の
よ
う
な
若
輩
者

が
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
今
な
お

震
え
が
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
感
覚

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

課
せ
ら
れ
た
使
命
を
全
う
す
べ
く

任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
越
嶺
会
同

窓
の
出
身
母
体
で
あ
る
経
済
学
部

は
、
大
正
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た

高
岡
高
等
商
業
学
校
を
起
点
と
し

て
、
幾
多
の
改
編
を
経
て
、
現
在

で
は
、
富
山
大
学
経
済
学
部
と
し

て
経
済
、
経
営
及
び
経
営
法
学
科

の
三
学
科
を
有
す
る
社
会
科
学
系

の
総
合
学
部
と
し
て
、
各
学
年
三

百
名
余
り
の
定
員
を
擁
し
て
お
り
、

日
々
、
高
い
志
を
掲
げ
て
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
人
材
を
育
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
六
年
（
二

〇
二
四
年
）
に
は
創
立
百
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
会
に
記
念
式
典
を

含
む
各
種
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
、
本
会
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
越

嶺
会
の
新
た
な
世
紀
に
お
け
る
活

動
方
針
や
理
念
な
ど
に
つ
い
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
本
年
の

十
一
月
頃
ま
で
に
企
画
及
び
調
整

事
務
等
を
担
う
記
念
事
業
実
行
委

員
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
が
る
取
組
み
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言

な
ど
に
よ
る
感
染
対
策
の
実
施
に

よ
り
、
業
種
に
よ
り
影
響
は
異
な

る
も
の
の
日
本
経
済
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
お
り
、
特
に
、
外
食

産
業
や
旅
行
・
運
輸
業
等
の
消
費

に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
落

ち
込
み
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
開
催
見
直
し
も
随
時
行

わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
扱
い
を
含
め
て
、
出
口
の
見
え

な
い
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

富
山
県
内
に
お
い
て
も
、
観
光

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
本
県
は
日

本
海
側
屈
指
の
工
業
集
積
を
形
成

し
、
ま
た
、
高
度
・
先
端
技
術
な

ど
を
有
す
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業

を
多
く
抱
え
て
お
り
、
む
し
ろ
、

こ
う
し
た
厳
し
い
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
地
域
資

源
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、

付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
育
成
に

し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
状

況
を
み
る
と
、
平
成
二
七
年
五
月

に
北
陸
新
幹
線
と
し
て
東
京
・
金

沢
間
が
開
通
し
、
さ
ら
に
令
和
五

年
度
末
ま
で
に
は
金
沢
・
敦
賀
間

が
開
業
予
定
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

総
合
的
拠
点
港
で
あ
る
伏
木
富
山

港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
が
強
化
さ

れ
る
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
飛

躍
的
な
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
富
山
県
を
は
じ
め
北
陸
地

域
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
基
盤
と

し
て
、
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
進

展
と
あ
い
ま
っ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
勤
務
形

態
が
浸
透
す
る
な
ど
働
き
方
改
革

が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
富
山
県
へ

の
本
社
機
能
の
移
転
促
進
、
ま
た
、

富
山
の
自
然
や
文
化
な
ど
の
地
域

資
源
が
、
様
々
な
尺
度
で
高
い
評

価
を
受
け
は
じ
め
て
い
る
な
ど
、

地
域
に
住
ん
で
働
く
と
い
っ
た
生

活
ス
タ
イ
ル
が
根
付
く
、
い
わ
ば

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
環
境
が
整

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
創
生
へ
の
胎
動

を
、
具
体
的
な
形
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
中
心
的
な
役

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

森　

口　

毅　

彦

経
済
学
部
長
就
任
挨
拶

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…
東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

割
を
担
う
人
材
、
す
な
わ
ち
ど
の

よ
う
な
困
難
や
課
題
に
対
し
て
も

自
ら
解
決
策
を
考
え
、
そ
し
て
周

囲
と
協
調
し
て
果
敢
に
実
行
に
移

す
な
ど
、
創
造
性
と
実
行
力
に
富

む
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
富
山
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
が
地
域
の
企

業
や
行
政
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
多
様

な
経
験
等
が
可
能
と
な
る
実
践
的

な
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

我
が
越
嶺
会
が
取
組
む
方
向
性

の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
地
域
が
必

要
と
し
て
い
る
人
材
、
ま
た
、
海

外
等
に
お
い
て
も
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼
と

し
て
、
会
員
・
組
織
が
一
丸
と
な

っ
て
、
同
窓
生
が
学
ぶ
場
の
様
々

な
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
今
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
母

校
に
対
す
る
思
い
を
少
し
で
も
活

動
に
反
映
し
て
、
本
会
の
新
た
な

世
紀
で
の
飛
躍
に
繋
が
る
よ
う
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
し
ま
・
ふ
み
お
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ
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〇
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令
和
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逝
去
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れ
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九
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昭
六
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四
月
一
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二
〇
一
八
（
平
三
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三
月
定

年
退
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。
三
〇
年
在
職
。
流
通
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担
当

出
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京
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（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…
一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…
学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

母
校
だ
よ
り
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ん
あ
り
ま
し
た
。
難
し
い
課
題
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
と

一
緒
に
勉
強
す
る
ゼ
ミ
や
、
受
講

生
に
教
え
る
た
め
に
幅
広
く
緻
密

な
勉
強
が
必
要
と
な
る
講
義
は
、

自
身
の
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
雪
で
始
ま
っ
た
富
山
生
活
は

異
例
の
大
雪
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
富
山
か
ら
の
激

励
と
受
け
取
っ
て
、
今
後
も
研

究
・
教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
富
山
大

学
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
り
、
研
究
・
教
育
の
場
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
は
雄
山
山
頂
を
写
し
た
も

の
で
す
。
富
山
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
い
け
・
み
く

　

二
〇
二
〇
年
度
を
も
っ
て
富
山

大
学
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
着
任
時
は
、
世
の
中

が
ま
だ
ま
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
時

期
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
講
義
で
例

に
出
し
た
後
に
教
室
の
学
生
は
生

ま
れ
て
も
い
な
い
よ
う
な
世
代
だ

っ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
焦
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
歳
を
と

っ
た
ん
だ
な
と
当
時
反
省
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
早
く
も
十

二
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
す
が
、
こ

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

酒
井
富
夫
教
授
最
終
講
義

　
二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
㈯

　

午
後
一
時
〜
三
時
三
〇
分

環
日
本
海
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
定
テ
ー
マ
研
究
支
援
事
業
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「SD
Gs
X
 

農
業…

生
物
多
様

性
と
農
法
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信（Zoom
）

の
た
め
事
前
登
録
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
和
田
直
也
・
極
東
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
目
的
を
語
り
、

さ
ら
に
酒
井
先
生
は
三
月
末
を
も

っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
が
、
当
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
尽
力
さ
れ

た
創
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
紹
介

す
る
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
松
木
洋
一
・
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
名
誉
教
授
が
「
二
一
世

紀
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
｜
自

然
共
生
農
業
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
｜
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

次
い
で
、
酒
井
富
夫
教
授
が
極

東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
月
末
の
定
年
退

職
を
前
に
研
究
の
流
れ
を
振
り
返

り
、
年
代
順
に
広
が
り
深
ま
っ
て

い
っ
た
テ
ー
マ
や
、
調
査
に
入
っ

た
地
域
で
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

本
題
と
し
て
「
農
法
論
の
変
遷

と
新
農
業
革
命
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
農
業
、
農
法
の
変
遷
、

今
後
の
選
択
す
べ
き
方
向
に
つ
い

て
語
り
、
ま
と
め
と
し
て
、
新
農

業
革
命
は
地
方
か
ら
と
力
を
込
め
、

有
機
農
業
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

を
軸
と
し
た
新
た
な
農
業
革
命
は

富
山
県
か
ら
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
教
授
か
ら
友
人･

研
究
仲

間
と
し
て
の
挨
拶
が
流
れ
、
調
査

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
泣
き
な

が
ら
語
る
農
家
の
方
の
そ
の
泣
き

声
ま
で
も
書
き
取
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
感
じ
入
っ
た
と
の
酒
井
先

生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
、
社
会
人
大
学

院
生
と
し
て
博
士
後
期
課
程
に
在

籍
し
、
単
位
取
得
退
学
後
も
仕
事

を
終
え
て
か
ら
研
究
論
文
を
書
き

続
け
て
い
ま
し
た
。
希
望
す
る
大

学
教
員
の
職
を
得
ら
れ
ず
、
諦
め

か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
富
山
大
学

経
済
学
部
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
番
の
居
場
所
と
な
っ
た
研
究

室
、
教
育
・
研
究
に
専
念
で
き
る

贅
沢
な
経
費
・
設
備
環
境
、
す
ば

ら
し
い
同
僚
、
優
秀
な
学
生
に
恵

ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
、
約
束
も
せ
ず
に

研
究
室
を
尋
ね
、
教
育
・
研
究
に

関
す
る
悩
み
を
解
決
い
た
だ
き
ま

し
た
。
数
式
を
解
説
い
た
だ
い
た

り
、
表
現
方
法
を
修
正
い
た
だ
い

た
り
、
私
の
た
め
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

二
〇
一
九
年
度
ま
で
続
け
た
経
済

学
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
教

育
・
研
究
を
離
れ
た
日
常
会
話
に

花
が
咲
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

教
務
課
や
助
手
室
の
方
々
に
は
、

レ
ジ
ュ
メ
の
印
刷
、
試
験
の
準
備
、

学
生
へ
の
対
応
な
ど
手
厚
く
サ
ポ

ー
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務
課

の
方
々
に
は
、
予
算
執
行
や
書
類

準
備
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
教

育
・
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
く
れ
た
学
生
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
何
か
の
選
択
を
決

定
し
た
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
も
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
必
ず
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
を

経
済
学
で
は
機
会
費
用
と
よ
び
ま

す
。
異
動
の
話
が
決
定
的
に
な
っ

た
後
、
機
会
費
用
を
低
く
見
積
も

り
す
ぎ
た
と
思
い
煩
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
の
機
会
費
用
は
右

に
書
い
た
よ
う
な
機
会
を
失
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。　

　

未
練
が
ま
し
く
富
山
大
学
を
退

職
す
る
と
と
も
に
、
覚
悟
を
も
っ

て
新
し
い
職
場
で
教
育
・
研
究
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
ど
う
か
お
元
気
で
．

さ
よ
う
な
ら
。

 

写
真
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
像
の

前
で
。
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
八

日
在
外
研
究
中
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
て
。

　
　
　

い
わ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う

　

二
〇
一
八
年
一
月
に
着
任
し
早

や
三
年
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
環
境
も
生
活
の
環
境
も
非

常
に
よ
く
、
富
山
大
学
と
富
山
を

離
れ
る
こ
と
を
と
て
も
寂
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
研
究
・

教
育
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

富
山
大
学
に
着
任
し
て
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

熱
心
に
誠
実
に
研
究
・
教
育
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
同
僚
の
先
生

方
を
本
当
に
尊
敬
し
て
お
り
、
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を

受
け
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
外
で
も
、
富
山
に
い

る
か
ら
こ
そ
の
出
会
い
が
た
く
さ

れ
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
た

結
果
か
と
思
い
ま
す
。

　

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
経

済
系
教
員
と
し
て
経
済
学
部
関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
国
際
化
の
進
む
社
会
科

学
研
究
で
す
が
、
着
任
当
時
か
ら

富
山
大
学
経
済
学
部
は
隣
県
の
諸

大
学
を
大
き
く
上
回
る
国
際
学
術

誌
へ
の
掲
載
を
誇
っ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

写
真
は
歓
迎
会
で
の
ス
ナ
ッ
プ
。

左
端
が
山
本
。

　
　
　
　
　

や
ま
も
と
・
ま
さ
し

　

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
か
ら
富

山
大
学
極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

に
転
職
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
年
四
月
に

教
授
と
し
て
法
政
大
学
経
済
学
部

に
転
職
す
る
予
定
で
す
が
、
富
山

大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
和
田
直
也
先
生
、
堀
江

典
生
先
生
を
は
じ
め
、
富
山
大
学

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の

二
年
間
は
、
ほ
ぼ
毎
日
学
問
の
道

で
走
っ
て
い
て
非
常
に
充
実
な

日
々
で
し
た
。

　

経
済
学
部
で
労
働
経
済
学
の
講

義
お
よ
び
大
学
院
で
中
国
経
済
論

特
殊
研
究
・
演
習
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
部
生
と
大

学
院
生
に
触
れ
合
え
、
面
白
い
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
富
山
大

学
が
企
画
し
た
特
別
公
刊
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
計
二
八
回
）
に

参
加
し
、
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
と

中
国
経
済
へ
の
影
響
を
探
る
」
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
、
富
山
市
民

と
交
流
す
る
貴
重
な
経
験
を
も
ら

え
て
非
常
に
感
謝
し
ま
す
。

　

教
育
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

中
国
経
済
に
関
す
る
実
証
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
研
究
振
興
課
の
皆

様
に
多
く
の
ご
協
力
・
ご
助
言
い

た
だ
き
、
研
究
代
表
者
と
し
て
、

令
和
二―

四
年
度
科
研
費
基
盤
研

究
Ｂ
（
「
中
国
社
会
保
障
政
策
の

経
済
分
析―

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
基

づ
く
実
証
研
究
」
）
が
採
択
さ
れ
、

現
在
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
術
ジ
ャ
ナ
ー
ル
の
投
稿
論
文

が
公
刊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
際

共
同
研
究
も
積
極
的
に
行
い
、
中

国
、
韓
国
、
日
本
の
優
秀
な
学
者

達
と
連
携
し
、
東
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
と
社
会
保
障
の
実
証
研
究
の
成

果
と
し
て
、
今
年
四
月
と
七
月
、

二
冊
の
欧
文
図
書

（Fem
ale Em

ploym
ent and 

Gender Gap in China

、Em
p

loym
ent

、Retirem
ent and Li

festyle in A
ging East A

sia

）

はSpringer N
ature

、Palgrave
 M
acm
illan

よ
り
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
構
築

し
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
所

得
格
差
と
社
会
保
障
に
関
す
る
実

証
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
富
山
大

学SD
G
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

皆
様
の
ご
恩
情
と
ご
温
情
を
思
い

つ
つ
、
学
問
の
道
で
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
・
き
ん
き
ん

転　
出

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

岩
田
真
一
郎
教
授（
ミ
ク
ロ
経
済
学
）

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
四
月

一
日
着
任
、
都
市
経
済
学
担
当
、

神
奈
川
大
学
経
済
学
部
へ

小
池
未
来
特
命
講
師

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
一
月

一
日
着
任
、
国
債
取
引
法
担
当

関
西
学
院
大
学
法
学
部
へ

河
塚　

悠
講
師

二
〇
一
九
（
令
和
二
）
四
月
一

日
着
任
、
流
通
論
担
当

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

山
本
雅
資
教
授

二
〇
〇
八(

平
二
〇)

十
月
一
日

着
任
、
環
境
経
済
学
を
担
当　

東
海
大
学
経
済
学
部
へ

馬　

欽
欽
准
教
授

二
〇
一
九
（
令
和
二
）
四
月
一

日
着
任
、
中
国
経
済
論
を
担
当

法
政
大
学
経
済
学
部
へ
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ん
あ
り
ま
し
た
。
難
し
い
課
題
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
と

一
緒
に
勉
強
す
る
ゼ
ミ
や
、
受
講

生
に
教
え
る
た
め
に
幅
広
く
緻
密

な
勉
強
が
必
要
と
な
る
講
義
は
、

自
身
の
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
雪
で
始
ま
っ
た
富
山
生
活
は

異
例
の
大
雪
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
富
山
か
ら
の
激

励
と
受
け
取
っ
て
、
今
後
も
研

究
・
教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
富
山
大

学
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
り
、
研
究
・
教
育
の
場
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
は
雄
山
山
頂
を
写
し
た
も

の
で
す
。
富
山
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
い
け
・
み
く

　

二
〇
二
〇
年
度
を
も
っ
て
富
山

大
学
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
着
任
時
は
、
世
の
中

が
ま
だ
ま
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
時

期
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
講
義
で
例

に
出
し
た
後
に
教
室
の
学
生
は
生

ま
れ
て
も
い
な
い
よ
う
な
世
代
だ

っ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
焦
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
歳
を
と

っ
た
ん
だ
な
と
当
時
反
省
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
早
く
も
十

二
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
す
が
、
こ

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

酒
井
富
夫
教
授
最
終
講
義

　
二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
㈯

　

午
後
一
時
〜
三
時
三
〇
分

環
日
本
海
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
定
テ
ー
マ
研
究
支
援
事
業
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「SD
Gs
X
 

農
業…

生
物
多
様

性
と
農
法
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信（Zoom

）

の
た
め
事
前
登
録
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
和
田
直
也
・
極
東
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
目
的
を
語
り
、

さ
ら
に
酒
井
先
生
は
三
月
末
を
も

っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
が
、
当
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
尽
力
さ
れ

た
創
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
紹
介

す
る
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
松
木
洋
一
・
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
名
誉
教
授
が
「
二
一
世

紀
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
｜
自

然
共
生
農
業
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
｜
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

次
い
で
、
酒
井
富
夫
教
授
が
極

東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
月
末
の
定
年
退

職
を
前
に
研
究
の
流
れ
を
振
り
返

り
、
年
代
順
に
広
が
り
深
ま
っ
て

い
っ
た
テ
ー
マ
や
、
調
査
に
入
っ

た
地
域
で
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

本
題
と
し
て
「
農
法
論
の
変
遷

と
新
農
業
革
命
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
農
業
、
農
法
の
変
遷
、

今
後
の
選
択
す
べ
き
方
向
に
つ
い

て
語
り
、
ま
と
め
と
し
て
、
新
農

業
革
命
は
地
方
か
ら
と
力
を
込
め
、

有
機
農
業
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

を
軸
と
し
た
新
た
な
農
業
革
命
は

富
山
県
か
ら
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
教
授
か
ら
友
人･

研
究
仲

間
と
し
て
の
挨
拶
が
流
れ
、
調
査

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
泣
き
な

が
ら
語
る
農
家
の
方
の
そ
の
泣
き

声
ま
で
も
書
き
取
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
感
じ
入
っ
た
と
の
酒
井
先

生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
、
社
会
人
大
学

院
生
と
し
て
博
士
後
期
課
程
に
在

小
池　

未
来　

講
師

退
職（
転
出
）に
あ
た
っ
て

籍
し
、
単
位
取
得
退
学
後
も
仕
事

を
終
え
て
か
ら
研
究
論
文
を
書
き

続
け
て
い
ま
し
た
。
希
望
す
る
大

学
教
員
の
職
を
得
ら
れ
ず
、
諦
め

か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
富
山
大
学

経
済
学
部
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
番
の
居
場
所
と
な
っ
た
研
究

室
、
教
育
・
研
究
に
専
念
で
き
る

贅
沢
な
経
費
・
設
備
環
境
、
す
ば

ら
し
い
同
僚
、
優
秀
な
学
生
に
恵

ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
、
約
束
も
せ
ず
に

研
究
室
を
尋
ね
、
教
育
・
研
究
に

関
す
る
悩
み
を
解
決
い
た
だ
き
ま

し
た
。
数
式
を
解
説
い
た
だ
い
た

り
、
表
現
方
法
を
修
正
い
た
だ
い

た
り
、
私
の
た
め
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

二
〇
一
九
年
度
ま
で
続
け
た
経
済

学
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
教

育
・
研
究
を
離
れ
た
日
常
会
話
に

花
が
咲
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

教
務
課
や
助
手
室
の
方
々
に
は
、

レ
ジ
ュ
メ
の
印
刷
、
試
験
の
準
備
、

学
生
へ
の
対
応
な
ど
手
厚
く
サ
ポ

ー
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務
課

の
方
々
に
は
、
予
算
執
行
や
書
類

準
備
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
教

育
・
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
く
れ
た
学
生
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
何
か
の
選
択
を
決

定
し
た
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
も
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
必
ず
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
を

経
済
学
で
は
機
会
費
用
と
よ
び
ま

す
。
異
動
の
話
が
決
定
的
に
な
っ

た
後
、
機
会
費
用
を
低
く
見
積
も

り
す
ぎ
た
と
思
い
煩
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
の
機
会
費
用
は
右

に
書
い
た
よ
う
な
機
会
を
失
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。　

　

未
練
が
ま
し
く
富
山
大
学
を
退

職
す
る
と
と
も
に
、
覚
悟
を
も
っ

て
新
し
い
職
場
で
教
育
・
研
究
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
ど
う
か
お
元
気
で
．

さ
よ
う
な
ら
。

 

写
真
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
像
の

前
で
。
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
八

日
在
外
研
究
中
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
て
。

　
　
　

い
わ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う

　

二
〇
一
八
年
一
月
に
着
任
し
早

や
三
年
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
環
境
も
生
活
の
環
境
も
非

常
に
よ
く
、
富
山
大
学
と
富
山
を

離
れ
る
こ
と
を
と
て
も
寂
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
研
究
・

教
育
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

富
山
大
学
に
着
任
し
て
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

熱
心
に
誠
実
に
研
究
・
教
育
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
同
僚
の
先
生

方
を
本
当
に
尊
敬
し
て
お
り
、
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を

受
け
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
外
で
も
、
富
山
に
い

る
か
ら
こ
そ
の
出
会
い
が
た
く
さ

れ
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
た

結
果
か
と
思
い
ま
す
。

　

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
経

済
系
教
員
と
し
て
経
済
学
部
関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
国
際
化
の
進
む
社
会
科

学
研
究
で
す
が
、
着
任
当
時
か
ら

富
山
大
学
経
済
学
部
は
隣
県
の
諸

大
学
を
大
き
く
上
回
る
国
際
学
術

誌
へ
の
掲
載
を
誇
っ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

写
真
は
歓
迎
会
で
の
ス
ナ
ッ
プ
。

左
端
が
山
本
。

　
　
　
　
　

や
ま
も
と
・
ま
さ
し

　

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
か
ら
富

山
大
学
極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

に
転
職
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
年
四
月
に

教
授
と
し
て
法
政
大
学
経
済
学
部

に
転
職
す
る
予
定
で
す
が
、
富
山

大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
和
田
直
也
先
生
、
堀
江

典
生
先
生
を
は
じ
め
、
富
山
大
学

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の

二
年
間
は
、
ほ
ぼ
毎
日
学
問
の
道

で
走
っ
て
い
て
非
常
に
充
実
な

日
々
で
し
た
。

　

経
済
学
部
で
労
働
経
済
学
の
講

義
お
よ
び
大
学
院
で
中
国
経
済
論

特
殊
研
究
・
演
習
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
部
生
と
大

学
院
生
に
触
れ
合
え
、
面
白
い
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
富
山
大

学
が
企
画
し
た
特
別
公
刊
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
計
二
八
回
）
に

参
加
し
、
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
と

中
国
経
済
へ
の
影
響
を
探
る
」
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
、
富
山
市
民

と
交
流
す
る
貴
重
な
経
験
を
も
ら

え
て
非
常
に
感
謝
し
ま
す
。

　

教
育
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

中
国
経
済
に
関
す
る
実
証
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
研
究
振
興
課
の
皆

様
に
多
く
の
ご
協
力
・
ご
助
言
い

た
だ
き
、
研
究
代
表
者
と
し
て
、

令
和
二―

四
年
度
科
研
費
基
盤
研

究
Ｂ
（
「
中
国
社
会
保
障
政
策
の

経
済
分
析―

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
基

づ
く
実
証
研
究
」
）
が
採
択
さ
れ
、

現
在
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
術
ジ
ャ
ナ
ー
ル
の
投
稿
論
文

が
公
刊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
際

共
同
研
究
も
積
極
的
に
行
い
、
中

国
、
韓
国
、
日
本
の
優
秀
な
学
者

達
と
連
携
し
、
東
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
と
社
会
保
障
の
実
証
研
究
の
成

果
と
し
て
、
今
年
四
月
と
七
月
、

二
冊
の
欧
文
図
書

（Fem
ale Em

ploym
ent and 

Gender Gap in China

、Em
p

loym
ent

、Retirem
ent and Li

festyle in A
ging East A

sia

）

はSpringer N
ature

、Palgrave
 M
acm
illan

よ
り
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
構
築

し
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
所

得
格
差
と
社
会
保
障
に
関
す
る
実

証
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
富
山
大

学SD
G
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

皆
様
の
ご
恩
情
と
ご
温
情
を
思
い

つ
つ
、
学
問
の
道
で
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
・
き
ん
き
ん

岩
田　

真
一郎　

教
授

退
職（
転
出
）に
あ
た
っ
て
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ん
あ
り
ま
し
た
。
難
し
い
課
題
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
と

一
緒
に
勉
強
す
る
ゼ
ミ
や
、
受
講

生
に
教
え
る
た
め
に
幅
広
く
緻
密

な
勉
強
が
必
要
と
な
る
講
義
は
、

自
身
の
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
雪
で
始
ま
っ
た
富
山
生
活
は

異
例
の
大
雪
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
富
山
か
ら
の
激

励
と
受
け
取
っ
て
、
今
後
も
研

究
・
教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
富
山
大

学
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
り
、
研
究
・
教
育
の
場
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
は
雄
山
山
頂
を
写
し
た
も

の
で
す
。
富
山
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
い
け
・
み
く

　

二
〇
二
〇
年
度
を
も
っ
て
富
山

大
学
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
着
任
時
は
、
世
の
中

が
ま
だ
ま
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
時

期
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
講
義
で
例

に
出
し
た
後
に
教
室
の
学
生
は
生

ま
れ
て
も
い
な
い
よ
う
な
世
代
だ

っ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
焦
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
歳
を
と

っ
た
ん
だ
な
と
当
時
反
省
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
早
く
も
十

二
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
す
が
、
こ

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

酒
井
富
夫
教
授
最
終
講
義

　
二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
㈯

　

午
後
一
時
〜
三
時
三
〇
分

環
日
本
海
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
定
テ
ー
マ
研
究
支
援
事
業
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「SD
Gs
X
 

農
業…

生
物
多
様

性
と
農
法
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信（Zoom

）

の
た
め
事
前
登
録
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
和
田
直
也
・
極
東
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
目
的
を
語
り
、

さ
ら
に
酒
井
先
生
は
三
月
末
を
も

っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
が
、
当
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
尽
力
さ
れ

た
創
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
紹
介

す
る
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
松
木
洋
一
・
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
名
誉
教
授
が
「
二
一
世

紀
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
｜
自

然
共
生
農
業
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
｜
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

次
い
で
、
酒
井
富
夫
教
授
が
極

東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
月
末
の
定
年
退

職
を
前
に
研
究
の
流
れ
を
振
り
返

り
、
年
代
順
に
広
が
り
深
ま
っ
て

い
っ
た
テ
ー
マ
や
、
調
査
に
入
っ

た
地
域
で
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

本
題
と
し
て
「
農
法
論
の
変
遷

と
新
農
業
革
命
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
農
業
、
農
法
の
変
遷
、

今
後
の
選
択
す
べ
き
方
向
に
つ
い

て
語
り
、
ま
と
め
と
し
て
、
新
農

業
革
命
は
地
方
か
ら
と
力
を
込
め
、

有
機
農
業
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

を
軸
と
し
た
新
た
な
農
業
革
命
は

富
山
県
か
ら
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
教
授
か
ら
友
人･

研
究
仲

間
と
し
て
の
挨
拶
が
流
れ
、
調
査

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
泣
き
な

が
ら
語
る
農
家
の
方
の
そ
の
泣
き

声
ま
で
も
書
き
取
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
感
じ
入
っ
た
と
の
酒
井
先

生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
、
社
会
人
大
学

院
生
と
し
て
博
士
後
期
課
程
に
在

山
本　

雅
資　

教
授

退
職（
転
出
）に
あ
た
っ
て

籍
し
、
単
位
取
得
退
学
後
も
仕
事

を
終
え
て
か
ら
研
究
論
文
を
書
き

続
け
て
い
ま
し
た
。
希
望
す
る
大

学
教
員
の
職
を
得
ら
れ
ず
、
諦
め

か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
富
山
大
学

経
済
学
部
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
番
の
居
場
所
と
な
っ
た
研
究

室
、
教
育
・
研
究
に
専
念
で
き
る

贅
沢
な
経
費
・
設
備
環
境
、
す
ば

ら
し
い
同
僚
、
優
秀
な
学
生
に
恵

ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
、
約
束
も
せ
ず
に

研
究
室
を
尋
ね
、
教
育
・
研
究
に

関
す
る
悩
み
を
解
決
い
た
だ
き
ま

し
た
。
数
式
を
解
説
い
た
だ
い
た

り
、
表
現
方
法
を
修
正
い
た
だ
い

た
り
、
私
の
た
め
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

二
〇
一
九
年
度
ま
で
続
け
た
経
済

学
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
教

育
・
研
究
を
離
れ
た
日
常
会
話
に

花
が
咲
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

教
務
課
や
助
手
室
の
方
々
に
は
、

レ
ジ
ュ
メ
の
印
刷
、
試
験
の
準
備
、

学
生
へ
の
対
応
な
ど
手
厚
く
サ
ポ

ー
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務
課

の
方
々
に
は
、
予
算
執
行
や
書
類

準
備
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
教

育
・
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
く
れ
た
学
生
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
何
か
の
選
択
を
決

定
し
た
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
も
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
必
ず
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
を

経
済
学
で
は
機
会
費
用
と
よ
び
ま

す
。
異
動
の
話
が
決
定
的
に
な
っ

た
後
、
機
会
費
用
を
低
く
見
積
も

り
す
ぎ
た
と
思
い
煩
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
の
機
会
費
用
は
右

に
書
い
た
よ
う
な
機
会
を
失
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。　

　

未
練
が
ま
し
く
富
山
大
学
を
退

職
す
る
と
と
も
に
、
覚
悟
を
も
っ

て
新
し
い
職
場
で
教
育
・
研
究
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
ど
う
か
お
元
気
で
．

さ
よ
う
な
ら
。

 

写
真
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
像
の

前
で
。
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
八

日
在
外
研
究
中
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
て
。

　
　
　

い
わ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う

　

二
〇
一
八
年
一
月
に
着
任
し
早

や
三
年
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
環
境
も
生
活
の
環
境
も
非

常
に
よ
く
、
富
山
大
学
と
富
山
を

離
れ
る
こ
と
を
と
て
も
寂
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
研
究
・

教
育
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

富
山
大
学
に
着
任
し
て
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

熱
心
に
誠
実
に
研
究
・
教
育
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
同
僚
の
先
生

方
を
本
当
に
尊
敬
し
て
お
り
、
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を

受
け
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
外
で
も
、
富
山
に
い

る
か
ら
こ
そ
の
出
会
い
が
た
く
さ

馬　

欽
欽　

准
教
授

退
職（
転
出
）に
あ
た
っ
て

れ
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
た

結
果
か
と
思
い
ま
す
。

　

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
経

済
系
教
員
と
し
て
経
済
学
部
関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
国
際
化
の
進
む
社
会
科

学
研
究
で
す
が
、
着
任
当
時
か
ら

富
山
大
学
経
済
学
部
は
隣
県
の
諸

大
学
を
大
き
く
上
回
る
国
際
学
術

誌
へ
の
掲
載
を
誇
っ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

写
真
は
歓
迎
会
で
の
ス
ナ
ッ
プ
。

左
端
が
山
本
。

　
　
　
　
　

や
ま
も
と
・
ま
さ
し

　

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
か
ら
富

山
大
学
極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

に
転
職
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
年
四
月
に

教
授
と
し
て
法
政
大
学
経
済
学
部

に
転
職
す
る
予
定
で
す
が
、
富
山

大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
和
田
直
也
先
生
、
堀
江

典
生
先
生
を
は
じ
め
、
富
山
大
学

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の

二
年
間
は
、
ほ
ぼ
毎
日
学
問
の
道

で
走
っ
て
い
て
非
常
に
充
実
な

日
々
で
し
た
。

　

経
済
学
部
で
労
働
経
済
学
の
講

義
お
よ
び
大
学
院
で
中
国
経
済
論

特
殊
研
究
・
演
習
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
部
生
と
大

学
院
生
に
触
れ
合
え
、
面
白
い
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
富
山
大

学
が
企
画
し
た
特
別
公
刊
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
計
二
八
回
）
に

参
加
し
、
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
と

中
国
経
済
へ
の
影
響
を
探
る
」
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
、
富
山
市
民

と
交
流
す
る
貴
重
な
経
験
を
も
ら

え
て
非
常
に
感
謝
し
ま
す
。

　

教
育
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

中
国
経
済
に
関
す
る
実
証
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
研
究
振
興
課
の
皆

様
に
多
く
の
ご
協
力
・
ご
助
言
い

た
だ
き
、
研
究
代
表
者
と
し
て
、

令
和
二―

四
年
度
科
研
費
基
盤
研

究
Ｂ
（
「
中
国
社
会
保
障
政
策
の

経
済
分
析―

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
基

づ
く
実
証
研
究
」
）
が
採
択
さ
れ
、

現
在
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
術
ジ
ャ
ナ
ー
ル
の
投
稿
論
文

が
公
刊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
際

共
同
研
究
も
積
極
的
に
行
い
、
中

国
、
韓
国
、
日
本
の
優
秀
な
学
者

達
と
連
携
し
、
東
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
と
社
会
保
障
の
実
証
研
究
の
成

果
と
し
て
、
今
年
四
月
と
七
月
、

二
冊
の
欧
文
図
書

（Fem
ale Em

ploym
ent and 

Gender Gap in China

、Em
p

loym
ent

、Retirem
ent and Li

festyle in A
ging East A

sia

）

はSpringer N
ature

、Palgrave
 M
acm
illan

よ
り
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
構
築

し
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
所

得
格
差
と
社
会
保
障
に
関
す
る
実

証
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
富
山
大

学SD
G
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

皆
様
の
ご
恩
情
と
ご
温
情
を
思
い

つ
つ
、
学
問
の
道
で
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
・
き
ん
き
ん
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ン
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
、

人
間
活
動
が
引
き
起
こ
す
土
地

利
用
の
変
化
や
環
境
劣
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
富
山
大
学
の
一
員

と
し
て
、
研
究
や
教
育
の
分
野

で
、
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ん
あ
り
ま
し
た
。
難
し
い
課
題
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
と

一
緒
に
勉
強
す
る
ゼ
ミ
や
、
受
講

生
に
教
え
る
た
め
に
幅
広
く
緻
密

な
勉
強
が
必
要
と
な
る
講
義
は
、

自
身
の
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
雪
で
始
ま
っ
た
富
山
生
活
は

異
例
の
大
雪
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
富
山
か
ら
の
激

励
と
受
け
取
っ
て
、
今
後
も
研

究
・
教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
富
山
大

学
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
り
、
研
究
・
教
育
の
場
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
は
雄
山
山
頂
を
写
し
た
も

の
で
す
。
富
山
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
い
け
・
み
く

　

二
〇
二
〇
年
度
を
も
っ
て
富
山

大
学
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
の
着
任
時
は
、
世
の
中

が
ま
だ
ま
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
時

期
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
講
義
で
例

に
出
し
た
後
に
教
室
の
学
生
は
生

ま
れ
て
も
い
な
い
よ
う
な
世
代
だ

っ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
焦
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
歳
を
と

っ
た
ん
だ
な
と
当
時
反
省
を
し
た

の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
早
く
も
十

二
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
す
が
、
こ

　

越
嶺
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
経
済
学
部
に
多
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
経
済
学
部

長
を
拝
命
し
、
四
月
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
学
部
運
営
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
学
部
の
執
行
部
に
も
新
し

い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

副
学
部
長
に
唐
渡
広
志
教
授

　

評
議
員
に
小
柳
津
英
知
教
授

　

各
学
科
長
は
、
引
き
続
き
、

　

金
奉
吉
経
済
学
科
長
、

　

岩
内
秀
徳
経
営
学
科
長
、

　

香
川
崇
経
営
法
学
科
長
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と

経
済
学
部
教
職
員
と
が
一
丸
と
な

り
、
経
済
学
部
の
よ
り
一
層
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
ず
、
全
学
の
動
き
に
呼
応
し

た
経
済
学
部
の
大
き
な
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
と
し
て
、
富
山
大
学
は
、

文
部
科
学
省
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の
全
国
展

開
」
事
業
の
協
力
校
に
選
定
さ
れ
、

令
和
二
年
度
以
降
に
入
学
し
た
す

べ
て
の
学
部
学
生
に
対
し
て
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
必
修
科
目
と
し
て

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
呼
応
し
て
経
済
学
部
で

も
、
本
年
四
月
か
ら
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
寄
附
講
座
」
に
よ
る
授

業
が
学
部
、
大
学
院
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ

と
の
間
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
・
研
究
を
目
的
と

し
た
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。　

　

学
部
で
は
、
特
殊
講
義
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論
」、「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
演
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
が
、
大

学
院
で
は
若
干
授
業
名
が
異
な
り

ま
す
が
、
同
様
の
授
業
が
同
時
開

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
に

は
、
学
部
を
問
わ
ず
、
二
年
生
以

上
の
全
学
生
が
受
講
で
き
ま
す
。

　

特
に
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実

践
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
は
、
企
業
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
提

供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
受
講

生
が
解
決
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
実
践
的
に

学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

徴
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
に
対
応
し
て
、
学

部
の
コ
ー
ス
制
に
、
「
社
会
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
設
け

る
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
大

学
院
の
改
組
再
編
で
す
。
こ
れ
も

全
学
的
な
学
際
・
融
合
型
の
大
学

院
構
想
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
従

来
の
経
済
学
研
究
科
は
、
令
和
四

年
度
以
降
、
人
社
芸
術
系
の
人
社

芸
術
総
合
研
究
科
に
お
け
る
「
共

創
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
文
理

融
合
系
の
持
続
可
能
社
会
創
成
学

環
に
お
け
る
「
社
会
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
グ
ロ

ー
バ
ルSD

G
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ

と
発
展
的
に
再
編
さ
れ
る
予
定

（
現
在
認
可
申
請
中
）
で
す
。

　

今
日
、
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

個
別
専
門
的
な
知
識
で
は
解
決
が

不
可
能
で
あ
り
、
学
際
的
な
観
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
学
院

改
革
は
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

対
応
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育

て
、
送
り
出
す
こ
と
は
、
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
、
環

境
の
劇
的
変
化
が
常
態
化
し
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
重
要
に

な
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
す
る
力
、
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
も
っ
て
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
能
力
で
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
を
も
っ
た
「
人

材
」
を
育
て
て
、
地
域
・
社
会
に

輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
経
済
学
部

に
課
さ
れ
た
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
に
確
実
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
学
部
の
地
域
に
お
け
る
存
在

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
皆

様
の
母
校
を
預
か
る
者
と
し
て
の

責
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

越
嶺
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
へ

の
お
力
添
え
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
越
嶺
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　

も
り
ぐ
ち　

た
け
ひ
こ

 

教
員
の
異
動

逝　
去

★
河
野
三
郎
先
生

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
九
月
三

〇
日
逝
去
さ
れ
た
。
一
九
八
八

（
昭
六
三
）
四
月
一
日
着
任
、

二
〇
一
八
（
平
三
〇
）
三
月
定

年
退
職
。
三
〇
年
在
職
。
流
通

論
担
当

出
身
地…

東
京
都
（
葛
飾
・
柴

又
の
隣
街
、
矢
切
の
渡
し
の
向

こ
う
岸
街
）

ひ
と
こ
と…

日
頃
よ
り
本
学
部
に

ご
支
援
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
平
野
と
申
し
ま
す
。

　

本
学
部
の
伝
統
あ
る
名
高
い

（
金
融
取
引
法
）
講
座
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

た
い
へ
ん
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ

ー
・
コ
ロ
ナ
と
、
社
会
の
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
自
身
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
大
学
活

動
を
通
じ
、
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ　

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

（
シ
シ
ル
・
シ
ャ
ー
ミ
ン
）
助
教

所　
　

属…

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

担
当
・
専
門…

地
域
研
究

最
終
学
歴…

北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
博
士（
環
境
科
学
）

生　
　

年…

一
九
九
〇
年
四
月

出　
　

身…

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ダ
ッ
カ

ひ
と
こ
と…

私
は
、
自
然
の
美
し

い
小
さ
な
理
想
的
な
村
で
育
ち

ま
し
た
。
私
は
海
外
に
出
て
世

界
を
探
検
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
で

高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
学
か
ら
三
年
後

に
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
ポ
ス
ド
ク
研
究
員

（
博
士
号
取
得
後
に
任
期
制
の

職
に
就
い
て
い
る
研
究
者
）
と

し
て
、
伝
統
と
自
然
の
美
し
い

土
地
、
富
山
大
学
に
移
り
ま
し

た
。
人
の
優
し
さ
と
、
日
本
海

と
立
山
連
峰
の
静
け
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
年
間
、
研
究
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く

夢
が
叶
い
富
山
大
学
の
助
教
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

学
、
国
、
そ
し
て
世
界
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
、
知
識
を

得
て
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
研
究
分
野
は
地
域
科
学

で
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
リ
モ
ー
ト
セ

定
年
退
職

　

（
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
）

酒
井
富
夫
教
授

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
四
月

一
日
着
任
、
農
業
経
済
論
を

担
当

堂
谷
昌
孝
教
授

一
九
九
三
（
平
成
五
）
四
月

一
日
着
任
、
景
気
循
環
論
担

当
中
出
孝
典
教
授

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
十
月

一
日
着
任
、
経
済
法
（
独
禁

法
）
担
当

新　
任

　
　

（
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
）

平
野
真
由

（
ひ
ら
の
・
ま
さ
よ
し
）
教
授

所
属
学
科…

経
営
法
学
科

担　
　

当…

金
融
取
引
法

最
終
学
歴…

一
橋
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
）

前　
　

職…

学
習
院
大
学
兼
任

講
師
、
金
融
特
殊
法
人
勤
務

生　
　

年…

一
九
六
七
年

酒
井
富
夫
教
授
最
終
講
義

　
二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
㈯

　

午
後
一
時
〜
三
時
三
〇
分

環
日
本
海
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
定
テ
ー
マ
研
究
支
援
事
業
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「SD
Gs
X
 

農
業…

生
物
多
様

性
と
農
法
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信（Zoom

）

の
た
め
事
前
登
録
に
よ
り
実
施
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
和
田
直
也
・
極
東
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
目
的
を
語
り
、

さ
ら
に
酒
井
先
生
は
三
月
末
を
も

っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
が
、
当
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
尽
力
さ
れ

た
創
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
紹
介

す
る
開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
松
木
洋
一
・
日
本
獣
医
生
命

科
学
大
学
名
誉
教
授
が
「
二
一
世

紀
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
｜
自

然
共
生
農
業
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
｜
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

次
い
で
、
酒
井
富
夫
教
授
が
極

東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
月
末
の
定
年
退

職
を
前
に
研
究
の
流
れ
を
振
り
返

り
、
年
代
順
に
広
が
り
深
ま
っ
て

い
っ
た
テ
ー
マ
や
、
調
査
に
入
っ

た
地
域
で
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

本
題
と
し
て
「
農
法
論
の
変
遷

と
新
農
業
革
命
」
と
題
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
農
業
、
農
法
の
変
遷
、

今
後
の
選
択
す
べ
き
方
向
に
つ
い

て
語
り
、
ま
と
め
と
し
て
、
新
農

業
革
命
は
地
方
か
ら
と
力
を
込
め
、

有
機
農
業
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

を
軸
と
し
た
新
た
な
農
業
革
命
は

富
山
県
か
ら
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
教
授
か
ら
友
人･

研
究
仲

間
と
し
て
の
挨
拶
が
流
れ
、
調
査

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
泣
き
な

が
ら
語
る
農
家
の
方
の
そ
の
泣
き

声
ま
で
も
書
き
取
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
き
感
じ
入
っ
た
と
の
酒
井
先

生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
、
社
会
人
大
学

院
生
と
し
て
博
士
後
期
課
程
に
在

籍
し
、
単
位
取
得
退
学
後
も
仕
事

を
終
え
て
か
ら
研
究
論
文
を
書
き

続
け
て
い
ま
し
た
。
希
望
す
る
大

学
教
員
の
職
を
得
ら
れ
ず
、
諦
め

か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
富
山
大
学

経
済
学
部
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
番
の
居
場
所
と
な
っ
た
研
究

室
、
教
育
・
研
究
に
専
念
で
き
る

贅
沢
な
経
費
・
設
備
環
境
、
す
ば

ら
し
い
同
僚
、
優
秀
な
学
生
に
恵

ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
、
約
束
も
せ
ず
に

研
究
室
を
尋
ね
、
教
育
・
研
究
に

関
す
る
悩
み
を
解
決
い
た
だ
き
ま

し
た
。
数
式
を
解
説
い
た
だ
い
た

り
、
表
現
方
法
を
修
正
い
た
だ
い

た
り
、
私
の
た
め
に
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら

二
〇
一
九
年
度
ま
で
続
け
た
経
済

学
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
教

育
・
研
究
を
離
れ
た
日
常
会
話
に

花
が
咲
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

教
務
課
や
助
手
室
の
方
々
に
は
、

レ
ジ
ュ
メ
の
印
刷
、
試
験
の
準
備
、

学
生
へ
の
対
応
な
ど
手
厚
く
サ
ポ

ー
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務
課

の
方
々
に
は
、
予
算
執
行
や
書
類

準
備
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
教

育
・
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
く
れ
た
学
生
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
何
か
の
選
択
を
決

定
し
た
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
も
の
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
必
ず
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
を

経
済
学
で
は
機
会
費
用
と
よ
び
ま

す
。
異
動
の
話
が
決
定
的
に
な
っ

た
後
、
機
会
費
用
を
低
く
見
積
も

り
す
ぎ
た
と
思
い
煩
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
の
機
会
費
用
は
右

に
書
い
た
よ
う
な
機
会
を
失
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。　

　

未
練
が
ま
し
く
富
山
大
学
を
退

職
す
る
と
と
も
に
、
覚
悟
を
も
っ

て
新
し
い
職
場
で
教
育
・
研
究
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
ど
う
か
お
元
気
で
．

さ
よ
う
な
ら
。

 

写
真
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
像
の

前
で
。
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
八

日
在
外
研
究
中
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
て
。

　
　
　

い
わ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う

　

二
〇
一
八
年
一
月
に
着
任
し
早

や
三
年
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
環
境
も
生
活
の
環
境
も
非

常
に
よ
く
、
富
山
大
学
と
富
山
を

離
れ
る
こ
と
を
と
て
も
寂
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
研
究
・

教
育
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

富
山
大
学
に
着
任
し
て
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

熱
心
に
誠
実
に
研
究
・
教
育
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
同
僚
の
先
生

方
を
本
当
に
尊
敬
し
て
お
り
、
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を

受
け
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
外
で
も
、
富
山
に
い

る
か
ら
こ
そ
の
出
会
い
が
た
く
さ

れ
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
た

結
果
か
と
思
い
ま
す
。

　

極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
経

済
系
教
員
と
し
て
経
済
学
部
関
係

者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
国
際
化
の
進
む
社
会
科

学
研
究
で
す
が
、
着
任
当
時
か
ら

富
山
大
学
経
済
学
部
は
隣
県
の
諸

大
学
を
大
き
く
上
回
る
国
際
学
術

誌
へ
の
掲
載
を
誇
っ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

写
真
は
歓
迎
会
で
の
ス
ナ
ッ
プ
。

左
端
が
山
本
。

　
　
　
　
　

や
ま
も
と
・
ま
さ
し

　

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
か
ら
富

山
大
学
極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

に
転
職
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
年
四
月
に

教
授
と
し
て
法
政
大
学
経
済
学
部

に
転
職
す
る
予
定
で
す
が
、
富
山

大
学
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
和
田
直
也
先
生
、
堀
江

典
生
先
生
を
は
じ
め
、
富
山
大
学

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の

二
年
間
は
、
ほ
ぼ
毎
日
学
問
の
道

で
走
っ
て
い
て
非
常
に
充
実
な

日
々
で
し
た
。

　

経
済
学
部
で
労
働
経
済
学
の
講

義
お
よ
び
大
学
院
で
中
国
経
済
論

特
殊
研
究
・
演
習
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
部
生
と
大

学
院
生
に
触
れ
合
え
、
面
白
い
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
富
山
大

学
が
企
画
し
た
特
別
公
刊
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
計
二
八
回
）
に

参
加
し
、
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
と

中
国
経
済
へ
の
影
響
を
探
る
」
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
、
富
山
市
民

と
交
流
す
る
貴
重
な
経
験
を
も
ら

え
て
非
常
に
感
謝
し
ま
す
。

　

教
育
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

中
国
経
済
に
関
す
る
実
証
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
研
究
振
興
課
の
皆

様
に
多
く
の
ご
協
力
・
ご
助
言
い

た
だ
き
、
研
究
代
表
者
と
し
て
、

令
和
二―

四
年
度
科
研
費
基
盤
研

究
Ｂ
（
「
中
国
社
会
保
障
政
策
の

経
済
分
析―

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
基

づ
く
実
証
研
究
」
）
が
採
択
さ
れ
、

現
在
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
術
ジ
ャ
ナ
ー
ル
の
投
稿
論
文

が
公
刊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
際

共
同
研
究
も
積
極
的
に
行
い
、
中

国
、
韓
国
、
日
本
の
優
秀
な
学
者

達
と
連
携
し
、
東
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
と
社
会
保
障
の
実
証
研
究
の
成

果
と
し
て
、
今
年
四
月
と
七
月
、

二
冊
の
欧
文
図
書

（Fem
ale Em

ploym
ent and 

Gender Gap in China

、Em
p

loym
ent
、Retirem

ent and Li
festyle in A

ging East A
sia

）

はSpringer N
ature

、Palgrave
 M
acm
illan

よ
り
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
構
築

し
、
中
国
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
所

得
格
差
と
社
会
保
障
に
関
す
る
実

証
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
富
山
大

学SD
G
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

皆
様
の
ご
恩
情
と
ご
温
情
を
思
い

つ
つ
、
学
問
の
道
で
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
・
き
ん
き
ん

　

三
月
二
三
日
㈫
全
学
授
与
式
を

富
山
市
総
合
体
育
館
で
十
時
開
式

で
理
系
、
十
三
時
文
系
に
分
け
て

挙
行
し
、
二
一
八
二
名
が
卒
業
・

修
了
し
た
。

　

そ
の
あ
と
経
済
学
部
生
以
外
が

退
場
し
十
四
時
か
ら
同
体
育
館
内

で
経
済
学
部
の
学
位
記
授
与
式
が

行
わ
れ
た
。
森
岡
学
部
長
が
式
辞

を
述
べ
卒
業
・
修
了
を
祝
福
し
た
。

学
部
卒
業
生
（
第
六
九
回
）
は
四

〇
二
名
、
院
修
了
生
（
第
二
九

回
）
は
九
名
。

　

卒
業
生
・
修
了
生
代
表
と
し
て

経
済
学
科
の
河
原
彩
理
奈
（
か
わ

は
ら
・
さ
り
な
）
さ
ん
が
挨
拶
を

し
た
。
さ
ら
に
、
成
績
優
秀
者
と

し
て
研
究
科
長
表
彰
が
、
経
済
学

研
究
科
地
域
・
経
済
政
策
専
攻
の

宋
亮
（
そ
う
・
り
ょ
う
）
氏
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

な
お
、
大
学
の
授
与
式
に
お
い

て
、
経
営
法
学
科
昼
間
主
コ
ー
ス

石
金
の
ど
か
さ
ん
と
、
夜
間
主
コ

ー
ス
中
島
寛
子
さ
ん
が
学
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
各
人
に
学
位
記
と

卒
業
・
修
了
証
明
書
等
が
入
っ
た

封
筒
が
担
当
の
教
員
か
ら
手
渡
し

さ
れ
た
。

卒　
業
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森
岡　

裕　

学
部
長

学
部
長
式
辞

　

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
、
修
了
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
経
済
学

部
教
職
員
を
代
表
し
て
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
の
学

業
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
の

皆
様
に
も
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
時
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
と
い
う
状
況
の
中

で
、
大
学
・
大
学
院
を
卒
業
・
修

了
し
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い

か
れ
ま
す
。
厳
し
い
環
境
の
な
か

で
社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
こ
こ

は
発
想
の
転
換
・
プ
ラ
ス
思
考
で

臨
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
、
試
練
や
苦
境
を
好
む
人

は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
生
の

な
か
で
一
度
も
ピ
ン
チ
や
困
難
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人

は
、
お
そ
ら
く
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
ま

で
の
日
常
生
活
や
学
業
生
活
で
、

何
度
か
困
難
や
苦
し
い
場
面
を
経

験
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

皆
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
苦
難
を
克

服
し
て
、
今
日
を
迎
え
て
お
ら
れ

ま
す
。
試
練
そ
の
も
の
は
楽
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間

を
鍛
え
て
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

皆
さ
ん
は
、
自
分
を
飛
躍
・
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
環
境
の
な
か
で
、

社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

卒
業
、修
了
さ
れ
る
皆
様
に
一
つ
、

お
伝
え
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
耳
に
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
も
含
め

て
世
界
中
が
影
響
を
受
け
て
い
る

コ
ロ
ナ
も
、
あ
る
意
味
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
産
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
社

会
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
で
す
が
、

定
年
ま
で
日
本
国
内
で
日
本
の
会

社
や
日
本
人
と
だ
け
関
わ
っ
て
過

ご
す
と
い
う
方
は
お
そ
ら
く
ほ
と

ん
ど
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
留
学
生
の
方
は
す
で
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
学
業
を
修
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
卒
業
生
・

修
了
生
の
皆
さ
ん
も
、
出
張
や
駐

在
と
い
う
形
で
海
外
勤
務
を
経
験

さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
異
文

化
交
流
、
多
様
性
を
体
験
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
育
っ

て
き
た
環
境
や
親
し
ん
で
き
た
文

化
・
慣
習
や
価
値
観
と
は
異
な
っ

た
社
会
と
出
会
い
ま
す
。
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
す
る
、
多
様
性
を

認
め
て
柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
建
前
や
綺
麗
事
で
は
な

く
仕
事
を
す
る
上
で
不
可
欠
な
資

質
・
ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

柔
軟
な
心
の
持
ち
主
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
社
会
人
と
し
て
歩
ま

れ
る
な
か
で
、
思
い
悩
む
と
い
う

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う

い
う
時
は
母
校
を
思
い
出
し
て
く

だ
さ
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
母
校

を
訪
ね
ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
学
生
時
代
の
友
人
に
相

談
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
学
生
時
代
の
友
人
は
、

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
、
も
っ
と

ス
ト
レ
ー
ト
に
言
う
と
安
心
し
て

弱
音
を
吐
く
こ
と
が
で
き
る
相
手

で
す
。
学
生
時
代
の
友
人
は
皆
さ

ん
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
心

の
財
産
で
す
。
ぜ
ひ
母
校
と
友
人

を
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
将
来
が
実
り
大
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま

し
て
、
経
済
学
部
、
大
学
院
経
済

学
研
究
科
学
位
記
授
与
式
の
式
辞

と
し
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
二
三
日

　

富
山
大
学
経
済
学
部
長

　

大
学
院
経
済
学
研
究
科
長

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

裕

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRR

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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経
済
学
部
資
料
室
だ
よ
り

　

入
学
式
は
四
月
八
日
㈭
富
山
市

総
合
体
育
館
で
、
密
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
入
学
生
の
み
で
、
一
、

二
階
席
も
使
い
、
午
前
は
理
、
医
、

薬
、
工
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
理
系

五
学
部
、
午
後
は
経
済
、
人
文
、

人
間
発
達
科
、
芸
術
文
化
な
ど
文

系
四
学
部
に
分
け
て
、
二
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
た
。
学
部
と
大
学
院
二

三
四
二
名
が
齋
藤
滋
学
長
か
ら
入

学
を
許
可
さ
れ
た
。
経
済
学
部
は
、

昼
間
主
コ
ー
ス
三
一
一
名
、
夜
間

主
コ
ー
ス
三
〇
名
。
大
学
院
経
済

学
研
究
科
十
三
名
で
あ
っ
た
。

　

岩
手
県
北
上
市
の
「
日
本
現
代

詩
歌
文
学
館
」
に
は
大
熊
信
行
文

庫
（
榊
原
昭
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
写
物

を
含
め
て
歌
誌
『
ま
る
め
ら
』
全

号
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

学
芸
員
の
濱
田
日
向
子
さ
ん
が
、

『
全
国
文
学
館
協
議
会
紀
要
』
十

三
号
に
「
大
熊
信
行
文
庫
と
歌
誌

『
ま
る
め
ら
』
に
つ
い
て 

日
本

現
代
詩
歌
文
学
館
」
を
寄
稿
さ
れ

て
い
ま
す
。
図
書
と
雑
誌
が
蔵
書

登
録
さ
れ
て
い
て
、
蔵
書
検
索
で

所
蔵
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
は
、
明

治
以
降
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
な
ど
を
、
全
国
規
模
で
総
合
的

に
収
集
・
保
存
・
研
究
を
し
て
い

る
日
本
唯
一
の
詩
歌
専
門
の
文
学

館
で
す
。
誰
で
も
詩
歌
を
楽
し
め

る
よ
う
に
、
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

〒
０
２
４
ー
８
５
０
３

　

北
上
市
本
石
町
２
ー
５
ー
60

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
　

０
１
９
７
ー
65
ー
１
７
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
１
９
７
ー
64
ー
３
６
２
１

地域別入学者数(2021年4月１日現在)

青　森
岩　手
秋　田
山　形
栃　木
群　馬
埼　玉
東　京
神奈川
山　梨
長　野
新　潟
富　山
石　川
福　井
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
徳　島
福　岡
長　崎
沖　縄

東　

北

関　

東

甲
信
越

北
陸

東　

海

近　

畿

中
国・四
国

九
州・沖
縄

私費外国人留学生
外国の学校等

北海道
男 女
昼間主コース

男 女
夜間主コース

男 女
合計

合　計

 1 1 1  2 1
  1    1 
   1  1
 1    1
 1    1
 3    3
 2 2   2 2
 2 2   2 2
 2    2
 2    2
 1    1
 21 6  1 21 7
 3    3
 49 49 12 12 61 61
 34 25   34 25
 14 4   14 4
 13 9   13 9
 3    3
 20 8   20 8
 5 2   5 2
 1 1   1 1
 2 1   2 1
 1    1
 4 1 3  7 1
 1    1
 1    1
 1    1
 1    1
 1    1
 2    2
 2    2
 1    1
 1    1
 1    1
 2    2
 199 112 17 13 216 125
 311 30 341

入　
学

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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神
奈
川
大
学
か
ら

「
大
熊
信
行
文
庫
」
を
取
材
に

経
済
学
部
学
生
研
究
論
文
集

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
復
刊
第
十
三
号

（
二
〇
二
一
年
三
月
刊
）の

　
　
　
　
　
　
掲
載
論
文
紹
介

　

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月

二
二
日
㈪
、
大
熊
信
行
文
庫
の
取

材
に
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
（
同
窓

会
）
の
宮
陵
会
副
会
長
・
広
報
委

員
長
の
原
柳
作
氏
と
浅
田
勁
氏

（
大
熊
ゼ
ミ
）
が
来
訪
さ
れ
た
。

　

経
済
学
部
資
料
室
や
大
熊
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
会
と
、
神
奈
川
大
学
や
大
熊

信
行
研
究
会
の
永
年
の
交
流
に
ち

な
み
、
「
大
熊
信
行
先
生
が
つ
な

ぐ
神
奈
川
大
学
と
富
山
大
学
」
の

特
集
を
組
む
た
め
で
あ
っ
た
。

　

桂
木
健
次
名
誉
教
授
や
資
料
室

の
担
当
者
が
「
大
熊
信
行
文
庫
」

や
、
高
岡
高
商
校
旗
や
扁
額
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
「
特
別
史
料

室
」
を
案
内
、
説
明
し
た
。
ま
た
、

浅
田
さ
ん
は
、
こ
の
訪
問
の
記
念

に
と
大
熊
先
生
の
色
紙
を
寄
贈
さ

れ
た
。

学
生
の
活
動

「
富
山
県
内
の
買
い
物
弱
者
支
援

に
関
す
る
考
察
｜
各
小
地
域
に
お

け
る
買
い
物
弱
者
の
推
計
と
支
援

の
提
言
｜
」
吉
田
基
希
・
山
口
な

つ
み
・
徳
永
慶
一
・
大
野
志
遠

　
　
　
　
　

（
中
村
和
之
ゼ
ミ
）

「
富
山
市
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
進

展
｜
取
り
組
み
評
価
と
課
題
｜
」

伊
藤
廉
・
川
原
大
輝
・
武
田
菜
央

果
・
藤
波
悠　

（
矢
島
桂
ゼ
ミ
）

「
富
山
県
に
お
け
る
有
機
農
業
の

現
状
と
課
題
」
都
築
晃
太
・
土
田

拳
士
・
伊
藤
楓
弥
・
田
中
美
穂
・

土
肥
千
詠
美
・
天
満
早
紀
・
堀
田

夏
那　
　
　
　

（
矢
島
桂
ゼ
ミ
）

「
富
山
県
に
お
け
る
農
業
従
事
者

の
考
察
」
酒
井
大
生
・
田
中
元

樹
・
陳
潔
・
檜
垣
諒
・
蒔
崎
奈
桜

子
・
宮
田
哲
也
・
吉
田
基
希

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
演
習
Ⅱ
＝
複
数
教

員
で
指
導
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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総
会
は
書
面
審
議
で
実
施

越
嶺
会
会
長
に
伍
嶋
二
美
男
氏

　
　
　
　
　
　
（
学
部
三
〇
回
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
は
４
月
中
旬
か
ら

再
び
増
え
て
き
て
、
富
山
大
学
で

は
四
月
十
九
日
か
ら
五
月
十
六
日

ま
で
遠
隔
授
業
と
し
五
月
十
七
日

か
ら
対
面
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

越
嶺
会
総
会
は
、
常
任
幹
事
会

に
よ
る
書
面
審
議
（
四
月
二
三
日

締
切
）
と
し
、
決
算
、
役
員
改
選
、

予
算
審
議
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
一
、
二
〇
二
二
年
度
の
役

員
は
別
記
の
方
々
と
な
り
ま
す
。

役
員
一
覧

本
部
だ
よ
り

寄
付
金
御
礼

　

左
記
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
部
八
回

　
　
　

河
渡
太
八
郎
様　

三
万
円

学
部
二
六
回

　

故　

木
村　
　

悟
様　

三
千
円

叙
勲
お
祝
い

　

山
田
光
二
様
（
二
一
回
）
は
、

令
和
三
年
度
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

kkkkkkkkkkkkk

kkkkkkkkkkkkkkkk

k
k

k
k

k
k

k
k

k
k

k

最
高
顧
問　

中
尾　

哲
雄　

学
部　

八
回 

　
　

顧
問　

森
口　

毅
彦　

経
済
学
部
長

会
長（
新
）　

伍
島
二
美
男　

学
部
三
〇
回

副
会
長　

堀
田　

正
之　

学
部
二
六
回 

副
会
長（
新
）　

宮
村　
　

樹　

学
部
二
九
回

副
会
長（
新
）　

桑
原　

幹
也　

学
部
三
〇
回

副
会
長（
新
）　

竹
野　

博
和　

学
部
三
二
回

副
会
長　

土
屋　
　

誠　

学
部
三
四
回 

副
会
長　

山
瀬　
　

孝　

学
部
三
四
回 

副
会
長（
新
）　

竹
田　

達
矢　

学
部
三
八
回

副
会
長（
石
川
支
部
長
）

　
　
　
　
　

藺
守　

貴
弘　

学
部
二
四
回

常
任
幹
事（
関
東
越
嶺
会
長
）

　
　
　
　
　

飯
塚　
　

修　

学
部
二
五
回

常
任
幹
事（
関
西
支
部
長
）

　
　
　
　
　

三
宅　
　

博　

学
部
二
二
回

常
任
幹
事（
東
海
支
部
長
）

　
　
　
　
　

中
村　

昌
弘　

学
部
二
二
回

常
任
幹
事（
東
北
支
部
長
）

　
　
　
　
　

奥　
　

清
一　

学
部
一
九
回 

常
任
幹
事（
福
井
支
部
長
）

　
　
　
　
　

舟
木　

幸
雄　

学
部
二
〇
回

常
任
幹
事　

四
津
井
宏
至　

学
部
一
四
回 

　
　
　
　
　

遠
藤　

敏
之　

学
部
一
八
回 

　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝　

学
部
一
九
回 

　
　
　
　
　

小
竹　

茂
樹　

学
部
二
一
回 

　
　
　
　
　

澤
合　

文
雄　

学
部
二
一
回 

常
任
幹
事
・
事
務
局
長

　
　
　
　
　

米
原　

俊
孝　

学
部
二
一
回 

常
任
幹
事　

晒
谷　

和
子　

学
部
二
二
回 

　
　
　
　
　

増
岡　

伸
一　

学
部
二
四
回 

　
　
　
　
　

布
目　

大
剛　

学
部
二
五
回 

　
　
　
　
　

小
林　

武
人　

学
部
二
七
回 

　
　
　
　
　

吉
野　

哲
哉　

学
部
二
七
回 

　
　
　
　
　

碓
井　

光
一　

学
部
二
八
回 

　
　
　
　
　

鶴
瀬　

初
弘　

学
部
二
九
回 

　
　
　
　
　

福
井　

直
樹　

学
部
二
九
回 

　
　
　
　
　

舟
崎　

友
晶　

学
部
三
一
回 

　
　
　
　
　

福
田　

直
之　

学
部
三
二
回 

　
　

（
新
）
伊
東　
　

繁　

学
部
三
三
回

　
　
　
　
　

木
村　

温
子　

学
部
三
四
回 

　
　
　
　
　

長
津　

輝
彦　

学
部
三
四
回 

　
　
　
　
　

丸
杉　
　

輝　

学
部
三
四
回 

　
　
　
　
　

山
田　
　

勉　

学
部
三
四
回 

　
　
　
　
　

浅
岡　

弘
彦　

学
部
三
五
回

　
　
　
　
　

杉
本　

正
人　

学
部
三
六
回 

　
　
　
　
　

大
波
加　

肇　

学
部
三
八
回 

　
　
　
　
　

高
木　

雅
弘　

学
部
三
八
回

　
　
　
　
　

殿
村　

幸
子　

学
部
三
八
回

　
　
　
　
　

二
口　
　

洋　

学
部
三
八
回 

　
　
　
　
　

赤
川　

浩
一　

学
部
四
〇
回

　
　

（
新
）
金
瀬　

正
志　

学
部
四
一
回

　
　
　
　
　

手
崎　

裕
之　

学
部
四
三
回

　
　
　
　
　

沖　

よ
し
子　

学
部
四
九
回 

　
　

（
新
）
重
原
佐
千
子　

学
部
五
四
回

　
　

（
新
）
能
登　

幸
美　

学
部
五
五
回

　
　
　
　
　

園
部　

佑
樹　

学
部
五
九
回 
　
　
　
　
　

石
塚　

数
之　

学
部
六
一
回 

　
　
　
　
　

稲
垣　

喜
夫　

短
大　

二
回 

　
　
　
　
　

高
田　

政
公　

短
大　

三
回 

　
　
　
　
　

浦
田　

竹
昭　

短
大
一
六
回

　
　
　
　
　

山
崎　

宗
良　

短
大
二
四
回 

監　
　

事　

小
橋　

啓
一　

学
部
一
二
回 

　
　
　
　
　

釜
谷　

春
雄　

学
部
二
一
回 

特
別
参
与（
元
会
長
）

　
　
　
　
　

東　
　

宗
幸　

学
部　

二
回 

　
　
　
　
　

高
田　

憲
一　

学
部
一
八
回 

　
　
　
　
　

寺
林　
　

敏　

学
部
二
〇
回

特
別
参
与（
前
会
長
）

　
　

（
新
）
橋
本　

洋
二　

学
部
二
一
回

参　
　

与　

長
澤　
　

茂　

学
部　

四
回 

　
　
　
　
　

島
倉　

敏
夫　

学
部　

五
回 

　
　
　
　
　

濱
谷
元
一
郎　

学
部　

九
回 

　
　
　
　
　

宮
本　
　

孝　

学
部
一
二
回 

　
　
　
　
　

宮
森　

紀
好　

学
部
一
三
回

　
　
　
　
　

久
郷　

隆
行　

学
部
一
九
回

　
　

（
新
）
鳥
居
由
美
子　

学
部
二
二
回

　
　

（
新
）
松
原　

隆
光　

学
部
五
四
回

会
報
発
行
協
力
金
の
お
願
い

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

k
k

k
k

k
k

k
k

k
k

kkkk

富山大学修学基金へ寄付
事 務 費
通 信 費
印 刷 費
手 数 料
旅  費
総 会 費
人 件 費
会 議 費
慶 弔 費
卒 業 祝 賀 会 経 費
学 部 助 成 費
同窓会連合会分担金
支 部 助 成 金
予 備 費
翌 年 度 繰 越 金

越嶺会 決算表（令和２年（2020）年４月１日～令和３（2021）年３月31日）
単位：円1.一般会計

収　入　の　部 決算額 支　出　の　部

合　　　　計 合　　　　計

決算額 備　　考
前 年 度 繰 越 金
入 会 金・終 身 会 費
総 会 等 懇 親 会 費
会 報 発 行 協 力 金
利 息 収 入
名 簿 代 収 入
寄 付 金
越 嶺 会 基 金 より

502,475
5,220,000

0
1,375,000
110,840
5,000
53,000

0

500,000
307,480
2,798,440
1,166,605
135,152

0
0

1,440,196
5,990
0
0
0

78,800
0

174,260
659,392

会報88､89号発行
会報88､89号発行
郵便振替

専任事務局員給与等
正副会長会議

Ｒ３.３.23ＡＮＡホテル予定

５万＋Ｒ１年度新入会員数×100円

事務局ＰＣ更新

2.越嶺奨学基金会計 収　入　の　部 決算額 支　出　の　部 決算額 備　　考

備　　考

前 年 度 繰 越 金
利 息 収 入
越嶺奨学基金より

101,303
10,000

0

事 業 費
予 備 費
翌 年 度 繰 越

100,000
0

11,303

ゼミナール協議会へ助成

7,266,315 7,266,315

合　　　　計 合　　　　計111,303 111,303

3.基金 基　金　名 R３年３月31日
越嶺会基金
越嶺奨学基金

24,400,000
29,300,000

合　　　　計 53,700,000

Ｒ２年３月31日
24,400,000
29,300,000
53,700,000

収　入　の　部 決算額 支　出　の　部 決算額
前 年 度 繰 越 金
利 息 収 入
越嶺奨学基金より

11,303
10,000
100,000

事 業 費
予 備 費
翌 年 度 繰 越

100,000
21,303

ゼミナール協議会へ助成

合　　　　計 合　　　　計121,303 121,303

基　金　名
越嶺会基金
越嶺奨学基金
合　　　　計

R３年３月31日
24,400,000
29,300,000
53,700,000

R３年４月１日 備　　考
24,400,000
29,200,000 奨学基金会計へ10万円支出
53,600,000

会報90､91号発行
会報90､91号発行
郵便振替

専任事務局員給与等
正副会長会議等

Ｒ４.３.23ＡＮＡホテル予定

５万＋Ｒ２年度新入会員数×100円

事 務 費
通 信 費
印 刷 費
手 数 料
旅  費
総 会 費
人 件 費
会 議 費
慶 弔 費
卒 業 祝 賀 会 経 費
学 部 助 成 費
同窓会連合会分担金
支 部 助 成 金
予 備 費

収　入　の　部 予算額 支　出　の　部

合　　　　計 合　　　　計

予算額
前 年 度 繰 越 金
入 会 金・終 身 会 費
総 会 等 懇 親 会 費
会 報 発 行 協 力 金
利 息 収 入
名 簿 代 収 入
寄 付 金
越 嶺 会 基 金 より

659,392
5,500,000

0
1,250,000
15,000
5,000

320,000
2,800,000
1,250,000
140,000

0
0

1,450,000
50,000
15,000

1,300,000
0

75,900
0

28,492
7,429,392 7,429,392

越嶺会 予算（令和３年（2021）年４月１日～令和４（2022）年３月31日）
単位：円1.一般会計

2.越嶺奨学基金会計

３.基金

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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◇
◆
探
し
て
い
ま
す
◇
◆

◇
◆
寄
贈
図
書
紹
介・御
礼
◇
◆

支
部
総
会
案
内　

　

関
西　

今
年
は
取
り
止
め
ま
す
。

　

東
海　

今
年
は
取
り
止
め
ま
す
。

　

石
川　

未
定

　

関
東　

未
定

　

福
井　

十
月
二
三
日
㈯

　

東
北　

未
定

　

昭
和
二
七
年
四
月
に
入
学
し
た

後
、
学
部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
発

行
さ
れ
た
文
集
（
十
数
頁
程
度
の

小
冊
子
）
を
探
し
て
お
ら
れ
る
方

（
四
回
生
）
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

お
持
ち
の
方
は
事
務
局
に
お
貸

し
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
を
取
ら
せ

て
も
ら
っ
た
後
お
返
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
し
て
の
お
願
い
で

す
が
、
四
回
生
様
に
限
ら
ず
在
学

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
物
（
ク
ラ

ス
や
ク
ラ
ブ
で
つ
く
っ
た
自
己
紹

介
を
兼
ね
た
文
集
な
ど
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
事
務
局
へ
お
貸
し
く

だ
さ
い
。
学
部
の
歴
史
の
一
つ
と

し
て
コ
ピ
ー
を
保
管
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

梅
本
清
一
氏（
学
部
二
二
回
）か
ら

　

梅
本
清
一
著

　

コ
ロ
ナ
禍
の
日
常

　
　

｜
地
方
の
窓
か
ら

　
　
　
　
　
　

見
え
た
風
景
｜

　

Ａ
５
判
一
六
一
頁

　

二
〇
二
〇
年
十
一
月
三
十
日

　

論
創
社
発
行　

一
六
二
〇
円

　

北
陸
の
小
都
市
に
暮
ら
す
練
達

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
揺
る
が
ぬ

視
点
と
類
い
稀
な
記
録
精
神
で
書

き
続
け
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
日
乗
。

人
間
と
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

地
域
の
未
来
を
創
り
出
す
、
と
の

指
摘
が
ま
ぶ
し
い
。

　
　

鎌
田
慧
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

支
部
だ
よ
り

会
員
ひ
ろ
ば

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

取
り
や
め
ま
し
た
。

総　

会　

幹
事
会
に
よ
る

　
　
　
　

書
面
審
議
と
し
ま
す

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　

例
年
は
大
学
祭
に
合
わ

　
　
　
　

せ
十
月
開
催
。

　

返
却
ご
希
望
の
方
は
、
越
嶺
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
葉
書
、
電

話
な
ど
）

　

送
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受

領
書
返
送
の
際
に
切
手
等
で
お
願

い
し
ま
す
。

前
略

　

こ
の
た
び
は
卒
業
論
文
を
ご
返

却
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
開
封
し
て
卒

論
フ
ァ
イ
ル
を
見
た
瞬
間
に
四
六

年
前
に
執
筆
し
て
い
た
頃
の
記
憶

が
鮮
明
に
蘇
り
ま
し
た
。
こ
の
卒

論
は
一
九
七
五
年
一
月
か
ら
二
月

に
亘
っ
て
執
筆
し
ま
し
た
が
、
当

時
も
今
の
南
砺
市
の
自
宅
の
周
り

に
は
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま
し

た
。
机
の
上
に
参
考
図
書
や
資
料
、

そ
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
使
っ
た
ノ

ー
ト
等
を
所
狭
し
と
広
げ
て
悪
戦

苦
闘
の
し
た
日
々
が
つ
い
昨
日
の

よ
う
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ
金
融
資

本
の
成
立
過
程
」
と
言
う
大
そ
れ

た
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
必
死
に
な

っ
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
当
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
我
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
誇
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今

に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
「
や
は
り

若
さ
と
言
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い

な
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

無
事
に
卒
論
の
単
位
も
頂
き
、

一
九
七
五
年
四
月
十
六
日
に
富
山

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
富
士
銀
行

の
入
社
式
は
四
月
一
日
で
し
た
の

で
、
私
は
四
月
十
九
日
に
一
人
で

東
京
の
大
手
町
本
社
で
入
社
式
を

済
ま
せ
、
晴
れ
て
社
会
人
の
一
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
、
金
融

機
関
再
編
成
の
荒
波
に
飲
ま
れ
、

入
社
当
時
の
社
名
が
残
っ
て
い
る

都
市
銀
行
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
の

は
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
金
融
機

関
を
離
れ
て
紙
専
門
商
社
に
転
籍

し
、
そ
の
後
二
〇
一
五
年
四
月
か

ら
紙
専
門
物
流
会
社
の
経
営
を
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
悪
戦
苦
闘
の
毎
日

で
す
。
大
学
卒
業
か
ら
四
六
年
を

経
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え

に
数
多
く
の
経
験
と
多
く
の
人
と

の
繋
が
り
を
得
て
現
在
の
生
活
が

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
出
会
っ

た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

学
生
時
代
の
四
年
間
は
青
春
の

思
い
出
と
し
て
一
括
で
き
ま
す
が
、

と
り
わ
け
武
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
あ
っ

て
は
「
自
ら
の
頭
で
考
え
る
」
こ

と
を
徹
底
し
て
教
え
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
も

色
褪
せ
な
い
真
理
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
郵
送
料
と
し
て
切
手

三
七
〇
円
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ご
査
収
願
い
ま
す
。
ま
た
、
過
日
、

越
嶺
会
へ
寄
付
金
一
万
円
を
振
り

込
み
ま
し
た
。
卒
業
以
来
払
い
込

み
を
し
た
記
憶
が
な
い
の
で
、
私

の
罪
滅
ぼ
し
の
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
何
か

と
大
変
な
時
期
で
す
が
、
富
山
大

学
や
越
嶺
会
関
係
者
の
皆
様
の

益
々
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

草
々

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日

演
習
指
導
教
官　

武　

暢
夫
教
授

　

四
六
｜

三
〇
九
五　

竹
田
敏
博

同
窓
会
連
合
会
の
行
事
予
定

卒
業
論
文
を
お
返
し
し
ま
す

卒
業
論
文
を
受
け
取
ら
れ
た

方
か
ら
の
手
紙

経
済
学
部

創
立
百
周
年
記
念
事
業
に

ご
意
見
、
ア
イ
デ
ア
募
集

　

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年

は
高
岡
高
商
創
立
以
来
百
年

の
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
今
年
二
〇
二
一
年

秋
十
一
月
ご
ろ
百
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
記
念
事
業
に

つ
い
て
、
あ
る
い
は
募
金
に

つ
い
て
、
ま
た
、
越
嶺
会
の

活
動
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
提
案
、
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
メ
ー
ル
、
手
紙
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ど
で
何
な
り
と
お
送

り
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
く

存
じ
ま
す
。

用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h

h
h

h
h

h
h

h

h
h

h
h

h
h

h
h

h
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低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

謹んでご冥福をお祈りいたします会員の訃報

学部元教員
短大元教員
高商19回

学部１回

学部２回
学部３回

学部４回

学部６回
学部７回
学部８回
学部10回

卒業回 お名前 ご命日

河野　三郎
西門　正巳
布施　正胤
前田　定義
平松　秀樹
須田　淳一
伊藤　喜郎
志甫　　聰
平野　義孝
小田　隆一
館野　幹夫
藤井　義昭
森　　幸男
前川　新一
石田　保夫
杉野　敏彦
大平　良一

令
令
令
平
令
令
平
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

2
2
2
30
2
1
31
2
2
2
3
2
3
2
3
1
3

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

9
3
11
12
11
7
4
8
4
5
1
6
5
1
1
10
5

30
28
17
7
4
7
22
30
23
20
15
17
25
1
22
23
17

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

学部11回

学部17回

学部19回
学部26回
学部28回
学部33回
学部50回
学部53回
短大１回
短大３回
短大４回
短大５回
短大６回
短大10回

卒業回 お名前 ご命日

伊勢　　遵
盛田　雄二
堂間　　昇
屋鋪　佐敏
剣田　　至
木村　　悟
江尻　正実
辻　　勝彦
徳田　康幸
谷本　吉隆
清水　寿夫
八木　和夫
尾山　信遙
井城小三郎
山本勇喜雄
山田　敏美

令
令
令
令
令
令
平
平
平
令
平
令
令
令
令
昭

2
2
2
1
3
2
2
30
31
30
1
31
2
2
3
63

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

4
3
10
8
2
10
7
5
4
8
10
4
10
4
2
5

28
25
29
9
9
6

11
25
27
16
10
31
19
26
１

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

取
り
や
め
ま
し
た
。

総　

会　

幹
事
会
に
よ
る

　
　
　
　

書
面
審
議
と
し
ま
す

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　

例
年
は
大
学
祭
に
合
わ

　
　
　
　

せ
十
月
開
催
。

　

返
却
ご
希
望
の
方
は
、
越
嶺
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
葉
書
、
電

話
な
ど
）

　

送
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受

領
書
返
送
の
際
に
切
手
等
で
お
願

い
し
ま
す
。

前
略

　

こ
の
た
び
は
卒
業
論
文
を
ご
返

却
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
開
封
し
て
卒

論
フ
ァ
イ
ル
を
見
た
瞬
間
に
四
六

年
前
に
執
筆
し
て
い
た
頃
の
記
憶

が
鮮
明
に
蘇
り
ま
し
た
。
こ
の
卒

論
は
一
九
七
五
年
一
月
か
ら
二
月

に
亘
っ
て
執
筆
し
ま
し
た
が
、
当

時
も
今
の
南
砺
市
の
自
宅
の
周
り

に
は
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま
し

た
。
机
の
上
に
参
考
図
書
や
資
料
、

そ
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
使
っ
た
ノ

ー
ト
等
を
所
狭
し
と
広
げ
て
悪
戦

苦
闘
の
し
た
日
々
が
つ
い
昨
日
の

よ
う
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ
金
融
資

本
の
成
立
過
程
」
と
言
う
大
そ
れ

た
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
必
死
に
な

っ
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
当
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
我
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
誇
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今

に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
「
や
は
り

若
さ
と
言
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い

な
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

無
事
に
卒
論
の
単
位
も
頂
き
、

一
九
七
五
年
四
月
十
六
日
に
富
山

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
富
士
銀
行

の
入
社
式
は
四
月
一
日
で
し
た
の

で
、
私
は
四
月
十
九
日
に
一
人
で

東
京
の
大
手
町
本
社
で
入
社
式
を

済
ま
せ
、
晴
れ
て
社
会
人
の
一
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
、
金
融

機
関
再
編
成
の
荒
波
に
飲
ま
れ
、

入
社
当
時
の
社
名
が
残
っ
て
い
る

都
市
銀
行
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
の

は
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
金
融
機

関
を
離
れ
て
紙
専
門
商
社
に
転
籍

し
、
そ
の
後
二
〇
一
五
年
四
月
か

ら
紙
専
門
物
流
会
社
の
経
営
を
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
悪
戦
苦
闘
の
毎
日

で
す
。
大
学
卒
業
か
ら
四
六
年
を

経
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え

に
数
多
く
の
経
験
と
多
く
の
人
と

の
繋
が
り
を
得
て
現
在
の
生
活
が

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
出
会
っ

た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

学
生
時
代
の
四
年
間
は
青
春
の

思
い
出
と
し
て
一
括
で
き
ま
す
が
、

と
り
わ
け
武
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
あ
っ

て
は
「
自
ら
の
頭
で
考
え
る
」
こ

と
を
徹
底
し
て
教
え
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
も

色
褪
せ
な
い
真
理
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
郵
送
料
と
し
て
切
手

三
七
〇
円
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ご
査
収
願
い
ま
す
。
ま
た
、
過
日
、

越
嶺
会
へ
寄
付
金
一
万
円
を
振
り

込
み
ま
し
た
。
卒
業
以
来
払
い
込

み
を
し
た
記
憶
が
な
い
の
で
、
私

の
罪
滅
ぼ
し
の
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
何
か

と
大
変
な
時
期
で
す
が
、
富
山
大

学
や
越
嶺
会
関
係
者
の
皆
様
の

益
々
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

草
々

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日

演
習
指
導
教
官　

武　

暢
夫
教
授
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用
紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。



　

短
信
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
合
は
こ
の
時
節

で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
思
い
出
、
あ
る
い
は
計

画
（
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら

…

）
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

越
嶺
会
報
の
発
行
は
、
例

年
は
五
月
十
日
、
十
二
月
一

日
で
す
。

　

三
月
十
五
日
、
十
月
十
五

日
ま
で
に
到
着
す
れ
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
号
に
掲
載
で
き
ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
あ
れ
ば
空
け

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
越
嶺
会
員
の
同

期
会
や
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
、
あ
る

い
は
地
域
で
の
会
合
や
活
躍

の
様
子
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 原

稿
募
集

　

低
金
利
の
た
め
越
嶺
会
基
金
か

ら
の
果
実
が
生
じ
な
い
状
況
で
す
。

　

財
政
支
援
の
お
気
持
ち
で
、
同

封
の
振
込
用
紙
で
ご
送
金
い
た
だ

け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
三
年
分
三
千
円
以
上
を

お
送
り
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
（
越
嶺
会
負
担
で
す
が
、
五
万

円
ま
で
手
数
料
二
〇
三
円
は
同
じ

で
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
一
五
二
円
で

割
安
で
す
）
。

　

な
お
、
宛
名
シ
ー
ル
の
右
下
に

例
え
ば
「
感
謝　

協
力
金
お
振
込

み
（
令
和
三
年
ま
で
）
」
と
印
字

し
て
あ
る
方
は
令
和
三
年
分
ま
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
振
込

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

取
り
や
め
ま
し
た
。

総　

会　

幹
事
会
に
よ
る

　
　
　
　

書
面
審
議
と
し
ま
す

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　

例
年
は
大
学
祭
に
合
わ

　
　
　
　

せ
十
月
開
催
。

　

返
却
ご
希
望
の
方
は
、
越
嶺
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
葉
書
、
電

話
な
ど
）

　

送
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受

領
書
返
送
の
際
に
切
手
等
で
お
願

い
し
ま
す
。

前
略

　

こ
の
た
び
は
卒
業
論
文
を
ご
返

却
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
開
封
し
て
卒

論
フ
ァ
イ
ル
を
見
た
瞬
間
に
四
六

年
前
に
執
筆
し
て
い
た
頃
の
記
憶

が
鮮
明
に
蘇
り
ま
し
た
。
こ
の
卒

論
は
一
九
七
五
年
一
月
か
ら
二
月

に
亘
っ
て
執
筆
し
ま
し
た
が
、
当

時
も
今
の
南
砺
市
の
自
宅
の
周
り

に
は
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま
し

た
。
机
の
上
に
参
考
図
書
や
資
料
、

そ
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
使
っ
た
ノ

ー
ト
等
を
所
狭
し
と
広
げ
て
悪
戦

苦
闘
の
し
た
日
々
が
つ
い
昨
日
の

よ
う
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ
金
融
資

本
の
成
立
過
程
」
と
言
う
大
そ
れ

た
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
必
死
に
な

っ
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
当
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
我
な
が
ら
ち
ょ
っ

と
誇
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今

に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
「
や
は
り

若
さ
と
言
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い

な
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

無
事
に
卒
論
の
単
位
も
頂
き
、

一
九
七
五
年
四
月
十
六
日
に
富
山

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
富
士
銀
行

の
入
社
式
は
四
月
一
日
で
し
た
の

で
、
私
は
四
月
十
九
日
に
一
人
で

東
京
の
大
手
町
本
社
で
入
社
式
を

済
ま
せ
、
晴
れ
て
社
会
人
の
一
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
、
金
融

機
関
再
編
成
の
荒
波
に
飲
ま
れ
、

入
社
当
時
の
社
名
が
残
っ
て
い
る

都
市
銀
行
が
殆
ど
な
く
な
っ
た
の

は
寂
し
い
限
り
で
す
。

　

二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
金
融
機

関
を
離
れ
て
紙
専
門
商
社
に
転
籍

し
、
そ
の
後
二
〇
一
五
年
四
月
か

ら
紙
専
門
物
流
会
社
の
経
営
を
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
悪
戦
苦
闘
の
毎
日

で
す
。
大
学
卒
業
か
ら
四
六
年
を

経
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え

に
数
多
く
の
経
験
と
多
く
の
人
と

の
繋
が
り
を
得
て
現
在
の
生
活
が

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
出
会
っ

た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

学
生
時
代
の
四
年
間
は
青
春
の

思
い
出
と
し
て
一
括
で
き
ま
す
が
、

と
り
わ
け
武
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
あ
っ

て
は
「
自
ら
の
頭
で
考
え
る
」
こ

と
を
徹
底
し
て
教
え
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
も

色
褪
せ
な
い
真
理
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
郵
送
料
と
し
て
切
手

三
七
〇
円
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

ご
査
収
願
い
ま
す
。
ま
た
、
過
日
、

越
嶺
会
へ
寄
付
金
一
万
円
を
振
り

込
み
ま
し
た
。
卒
業
以
来
払
い
込

み
を
し
た
記
憶
が
な
い
の
で
、
私

の
罪
滅
ぼ
し
の
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
何
か

と
大
変
な
時
期
で
す
が
、
富
山
大

学
や
越
嶺
会
関
係
者
の
皆
様
の

益
々
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

草
々

二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日

演
習
指
導
教
官　

武　

暢
夫
教
授

　

四
六
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紙
は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
商
の
方
に
は
入
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
る
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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d
d

d
d
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学部49回
青 石 康 博
青 木 浩 和
鮎 澤 孝 則
荒 川 早 苗
石 倉 宏 幸
板 庇 直 樹
伊 藤 祐 子
伊 藤 優 子
稲 冨 正 貴
上 野 勇 希
上　野　梨都子
大　桑　美恵子
太 田 　 誠
荻 原 寛 子
角 丸 雄 哉
川 原 智 徳
工 藤 大 輔
小 西 陽 子
齋 藤 文 晃
酒 井 博 章
酒 井 友 貴
佐 藤 久 栄
佐 野 裕 也
新 保 大 輔
杉 野 裕 紀
関 谷 俊 昭
竹 本 亜 希
寺 中 康 昭
寺 西 潤 子
豊 岡 明 江
中 川 　 亘
成 瀬 徳 寿
福 岡 千 明
藤 澤 　 剛
坊 　 善 彦
細　田　寿佐子
本 多 　 淳
増 谷 智 之
松 井 暁 子
松 原 信 彦
丸 茂 委 代
宮 内 正 樹

宮 田 敏 文
村 上 優 季
本　江　まゆみ
森 桂
安 田 太 一
安 田 佳 史
吉 澤 明 美
若 林 厚 子
脇 本 　 彦
学部50回
青 木 知 子
浅 野 和 隆
浅 野 智 宏
芦 田 友 子
池 田 直 子
岩 田 多 弘
上 田 智 子
上 田 洋 介
大 石 健 一
岡 崎 　 誠
勝 部 純 司
加 藤 陽 子
柄　沢　由紀美
北 井 万 彦
北 沢 佑 樹
工 藤 知 善
工 藤 陽 平
久 保 　 大
後 藤 瑞 穂
紺 谷 朋 代
佐 伯 和 哉
佐々木　晶　代
佐 藤 　 拓
佐 野 謙 五
篠 　 亮 介
下 河 祐 介
下 道 盛 人
下 山 通 広
菅 原 弘 毅
高 木 恵 美
田 口 裕 晶
武 末 亮 治
田 中 喬 超

田 渕 芳 明
團 野 絵 里
土 肥 伸 行
遠 山 浩 司
中 川 順 平
中 野 靖 之
中 村 春 彦
中 村 　 洋
中　山　美智子
夏 目 英 典
長谷川　　　稔
林　　　慎一郎
伴  真理子
平 田 綾 子
福 田 早 苗
福 持 朋 宏
冨士田　芳　文
堀 江 敦 史
本 郷 　 幸
松　川　健太郎
三 浦 永 義
水　野　香菜子
三 屋 陽 太
宮 島 宏 尚
武 藤 尚 志
山　下　亜希子
山 本 峰 紀
山 本 理 加
山 脇 洋 人
吉 野 涼 子
吉 村 和 哲

学部51回
石 川 　 亨
石　灰　左永子
石 丸 由 法
泉 　 崇 史
上 野 聡 子
植 本 尚 諮
大須賀　一　仁
大 塚 将 司
岡 本 成 永
奥 野 琴 音
亀　野　美和子

元 女 美 世
久 田 寿 文
京　谷　真三子
郷 原 正 信
小 林 祐 也
近 藤 　 篤
笹 本 　 拓
島 野 真 行
須 田 恵 太
角 田 浩 介
瀬 川 亮 太
高 木 直 人
髙　田　めぐみ
高　田　良太郎
高 松 春 花
瀧 川 祐 子
谷 口 喜 乃
津 口 玲 子
角 田 悦 子
津布久　剛　史
永 井 　 慎
中 尾 佳 代
中 谷 真 子
西 本 直 亮
西 山 和 宏
額 谷 聡 子
野 崎 峰 靖
萩　野　貢三子
坂 野 聡 子
樋 口 悠 介
兵 藤 匡 崇
深 澤 俊 幸
藤 田 理 恵
細 川 典 久
堀 　 享 子
桝　田　知恵子
松 尾 　 武
三 浦 隆 次
水 野 文 智
宮 本 春 子
村 岡 成 陽
森　　　由紀子
八 鍬 一 起

安 野 玄 理
山 岸 　 剛
山 口 晶 子
山 口 　 将
山 中 江 美
山 根 良 介
山 本 夕 紀
横 幕 園 子
吉 崎 裕 弥
渡 邊 光 絵
学部52回
阿 部 宏 行
荒 井 香 織
荒 井 純 司
荒　木　弥恵子
石 井 尚 敦
板 倉 将 人
伊 藤 佳 奈
稲 葉 淳 二
榎 谷 奈 美
大 橋 健 一
小笠原　　　誠
岡 野 正 典
小 口 　 格
尾　島　菜津子
梶 井 久 喜
加 藤 充 樹
金 子 憲 一
金 子 英 樹
河 部 景 介
岸 根 有 輝
黒 田 圭 吾
細　田　健太郎
坂 井 諒 子
酒 向 康 明
佐　藤　のぞみ
小 路 和 世
鈴 木 晴 貴
瀬 戸 裕 之
大 戸 美 幸
高 嶋 良 美
高　山　千津子
滝 沢 和 美

消息不明の方々です 事務局で自宅住所がわからず、会報をお届けしていない方々です。
何か手がかりでも結構ですので、ご存じの方はお知らせください。（事務局）
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第31回越嶺会グリーン会ゴルフコンペのご案内
　拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、越嶺会グリーン会が主催するゴルフコンペを下記のとおり開催いたします。
　現状はコロナ禍ではございますが、今後、快方に向かうことを願いつつ、越嶺会会員の皆さま
にご参加いただき、同窓の絆を深める事ができればと考えております。何かとご多用のこととは
存じますが、同窓会員の方々をお誘い合わせの上ご参加くださいますようお願い申し上げます。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、開催中止とさせていただく場合もござ
いますので、何卒ご了承願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

開 催 日 時　　2021年８月21日㈯　７時35分スタート
開 催 場 所　　太閤山カントリークラブ（コース：楠⇒蘭、蘭⇒茜）
　　　　　　　〒939－0323　富山県射水市平野１番地　ＴＥＬ：0766－56－1200
参　加　費　　プレー代　15,850円（税込／キャディ・乗用カート付き）
　　　　　　　会　　費　　3,000円
競 技 方 法　　18ホール・ストロークプレー　H’cpは新ぺリア方式を採用し、36で打切ります。
表　　　彰　　順位賞、ＢＢ賞、ベストグロス賞、その他各賞
　　　　　　　※競技終了後、表彰式・懇親会は行なわず、解散となります。
参 加 申 込　　参加ご希望の場合には、7月17日㈯までに、下記の参加申込書をＦＡＸまたは
　　　　　　　ご投函、あるいはメールにてお願い申し上げます。
お申込み先　　越嶺会事務局　〒930－8555　富山市五福3190　富山大学経済学部内
　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：076－445－6411　ＦＡＸ：076－445－6419
　　　　　　　　　　　　　　電子メール：etsurei@eco.u-toyama.ac.jp
お問合せ先　　幹事　金瀬　正志（学部41回）
　　　　　　　　　　　　　　勤務先：日本海ガス㈱　〒930－8588　富山市城北町２番36号
　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：076－433－1212／携帯番号：090－8965－1810
　　　　　　　　　　　　　　電子メール：kanase@ngas.co.jp

フリガナ

氏　　名

住　　所

連絡先Tel

生年月日

回　　生

電子メール

昭和・平成  　  年  　  月  　  日 生

同伴希望者名①

同伴希望者名②

同伴希望者名③

住所

住所

住所

回　　生

回　　生

回　　生

宛　先：越嶺会事務局　/　ＦＡＸ：076－445－6419

A：高岡高商　　B：富大経済　　C：経営短大
第31回越嶺会ゴルフコンペに参加いたします。

参考H’cp

〒　　　－

　　　　－　　　　－

2021年6月吉日
越嶺会会員各位

記

参　加　申　込　書

富 山 大 学 越 嶺 会
越嶺会グリーン会
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〒930-8555　富山市五福3190　富山大学経済学部内
TEL（076）445-6411（ダイヤルイン）　
FAX（076）445-6419
郵便振替　00710-9-14562
越嶺会ホームページ：http://www3.u-toyama.ac.jp/etsurei
e-mail etsurei@eco.u-toyama.ac.jp

住所等変更通知のお願い
住所や姓名等に変更のあった方は、FAXでお知らせ下さい。（メール・葉書も可です）

卒回　　　回　　　年　　　月卒

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧姓）

新住所　〒□□□－□□□□

住所　〒□□□－□□□□

新電話（　　　）－（　　　）－（　　　）新FAX（　　　）－（　　　）－（　　　）

電話（　　　）－（　　　）－（　　　）　FAX（　　　）－（　　　）－（　　　）

差しつかえなければメールアドレス

勤務先

越嶺会

（FAX：076-445-6419）


